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赤ちゃんガエル

数万匹が

池から山へ大移動

四月中旬にオタマ ジャク、ンから体長約 1cmのカエルに成長 した数

万匹の赤ちゃんガエルが 5月11日の早朝大谷の郷城池から雨を待ちか

ねていたように、小さな体を懸命にピョソピョ‘ノと躍らせながら町道

を越えて山に帰りました。約 2時間ばかりの大移動にドライバーも車

を止めかわいいカエルの列に目を細めていました。
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口

男

女

世帯数

3,408人 (-3)

1, 6 5 2人 (-3)

1, 7 5 6人（土 0)

1, 0 1 7謀(+2) 

（平成 6年 5月31日現在）



c。c。領） 詢 陸 醐瞬 (2)

： 特集農村人口の変化 ］

「将来の人ロピラミ ッドは逆三角形」

これからは私たちの知恵とやる気

「
町
の
人
口
が
減
る
」
と
い
う
こ

と
も
、
『
今
で
は
聞
き
慣
れ
て
し
ま
っ

た
』
『
仕
方
が
な
い
』
と
言
う
思
い

が
、
頭
の
片
隅
に
出
来
て
い
ま
せ
ん

か
？
肱
川
町
で
は
、
昭
和
四
十
年
頃

か
ら
、
時
の
公
民
館
報
な
ど
で
幾
度

と
な
く
訴
え
て
ぎ
ま
し
た
。

当
時
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
：
．
、

昭
和
四
十
二
年
の
人
口
は
五
千
四
百

九
十
六
人
。
そ
の
十
年
前
に
比
ベ
ニ

千
三
百
四
十
人
、
率
に
し
て
約
―
―
―
割

の
人
口
が
急
激
に
減
少
し
ま
し
た
。

こ
の
高
度
経
済
成
長
時
に
は
、
若
い

働
き
盛
り
の
人
た
ち
が
次
々
に
都
会

に
出
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
十
年
後
の
昭
和
五
十
二
年
に

は
、
さ
ら
に
千
四
百
人
減
り
、
四
千

七
十
四
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
六
十
二
年
に
は

三

千
六
百
八
十
六
人
と
な
り
、
つ
い
に

こ
の
年
に
は
死
亡
者
数
が
出
生
者
数

を
上
回
り
、
人
口
の
自
然
減
が
続
く

こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
五
月
現
在
で
は
三

千
四
百
八
人
と
い
う
数
字
に
な
り
、

毎
月
の
広
報
で
報
告
す
る
人
口
は
マ

イ
ナ
ス
が
続
ぎ
、
本
当
に
寂
し
い
状

態
が
続
い
て
い
る
訳
で
す
。

◆
肱
川
町
の
人
口

肱川町の産業別就業人口 （国勢調査）
（単位

総就業人口第一次産業 （農業） （林業） （その他） 第二次産業 第三次産業 分類不能

1970年 2,573 1,723 1,658 65 

゜
337 510 3 

1975年 2,314 1,379 1,363 16 

゜
426 509 

゜1980年 2,176 1,145 1,110 34 1 458 573 

゜1985年 2,070 1,047 1,026 21 

゜
473 548 2 

1990年 1,773 666 626 40 

゜
565 541 1 

一方、農林業の方はどうでしょ
、oうカ

国勢調査に見てみると、一九

九0年（平成二年）の第一次産業
（農・林業）従事者数は、六百六

十六人。一九七0年（昭和四十
五年）の約四割であり、一九八

0年（昭和五十五年）の約六割に
`~ 

人

総世帯数 農家戸数 農家率 総人口 農家人口 農家人口率

1970年 1,167 857 73.4 4,588 3,846 83 8 

1975年 1,133 833 73 5 4,190 3,415 81.5 

1980年 1,102 788 71 5 3,972 3,107 78.2 

1985年 1,055 732 69 4 3,645 2,871 78.8 

1990年 1,034 651 63 0 3,479 2,550 73 3 

◆
肱
川
町
の
農
林
業

二
十
一

先
月
号
で
は
、
「
肱
川
町
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
を
取
り
上
げ
、

世
紀
の
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
当
町
の
取
組
を
特
集
し
ま
し
た
。

今
月
は
、
そ
の
こ
と
に
深
く
か
か
わ
り
の
あ
る
、
私
た
ち
が
住
む

「
農

村
」
の
人
口
の
変
化
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
林
業
セ
ソ
サ
ス
に
よ
る

と
、
総
世
帯
数
に
対
す
る
農
家
戸
数

は
一
0
•
四
ポ
イ
ソ
ト
、
総
人
口
に

対
す
る
農
家
人
口
も
一

0
•
五
ボ
イ

ソ
ト
減
少
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
こ
の
よ
う
な
、
当
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
業
に
た
ず
さ
わ
る
人
々

の
減
少
も
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
農

林
産
物
の
価
格
の
低
迷
、
地
理
的
条

件
の
悪
さ
に
よ
る
基
盤
整
備
の
遅
れ

な
ど
、
農
林
業
を
と
り
ま
く
情
勢
の

厳
し
さ
か
ら
、
農
林
業
離
れ
が
続
い

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
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肱

左
の
図
の
人
ロ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
見

て
く
だ
さ
い
。
若
年
層
の

二
十
代
、

三
十
代
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
異
常
な
事
態
で
あ
る
こ
と
が
一

目
で
分
か
り
ま
す
。
す
で
に
高
齢
化

社
会
に
入
っ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す

し
、
こ
の
ま
ま
推
移
し
て
い
く
と
、

将
来
は
逆
三
角
形
に
近
付
い
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
正

常
な
地
域
社
会
で
は
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
地
域
の
行
事
ど
こ
ろ
か

近
所
付
ぎ
合
い
も
ま
ま
な
ら
ず
、
住

民
自
治
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
と

い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま

さ
に
先
行
き
の
賠
い
話
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
た

め
に
は
、
人
口
は
減
っ
て
も
、
将
来

に
わ
た
っ
て
生
産
活
動
が
営
む
こ
と

が
で
き
る
正
常
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
今
の
う
ち
に
町

や
地
域
が
取
り
組
ん
で
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
お
の
ず
と
出

来
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
ま
さ
に
、
後
継
者
の
育
成
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
令
、

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と

そ
の
上
、
若
年
層
の
転
出
の
影
響

で
、
生
産
年
齢
人
口
の
高
齢
化
も
一

段
と
進
ん
で
い
る
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。



(3)@。6。座） 臨' 園 躙 瞬

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
町

で
は

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
、
こ

れ
か
ら
も
住
み
た
い
ま
ち
」
を
目
指

し
て
、
産
業
振
輿
、
生
活
環
境
の
整

備
、
教
育
・
文
化
、
高
齢
者
福
祉
等
々
、

数
々
の
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

〇
農
林
業
の
振
興

基
幹
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、
就

労
の
場
と
し
て
の
機
能
を
高
め
る
た

め
、
生
産
基
盤
の
整
備
、
特
産
品
・

新
規
作
物
の
開
発
、
各
種
奨
励
事
業

な
ど
、
生
産
性
の
高
い
農
林
業
の
確

◆
肱
川
町
の
取
組

【人ロピラミッ ド】 （資料：町民福祉課）

立
と
、
所
得
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す。主
な
事
業
（
実
施
中
）

•
新
山
村
振
興
事
業

●
農
業
農
村
活
性
化
事
業

●
林
業
山
村
活
性
化
構
造
改
善
事

業

な

ど

0
生
活
環
境
の
整
備

こ
れ
ま
で
、

U
タ
ー
ソ
者
や
若
者

定
住
の
た
め
の
住
宅
整
備
等
を
行
っ

て
き
た
の
を
は
じ
め
、
道
路
・
橋
梁

や
水
道
の
整
備
、
保
健
・
医
療
の
体

制
の
確
立
な
ど
、
生
活
環
境
整
備
を

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

〇（男）
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ほ場整備した水田に機械を導入

0
教
育
文
化
の
町
つ
く
り

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

の
た
め
の
、
校
舎
・
体
育
館
等
の
施

設
の
整
備
や
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
公
民
館
、
風
の

博
物
館
を
中
心
と
し
て
、
社
会
教
育

の
推
進
と
地
域
の
文
化
水
準
を
高
め

る
施
策
・
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

肱
川
町
に
は
、
野
や
山
に
ま
だ
ま

だ
自
然
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
源
は
、
私
た
ち
が
生
き

て
い
く
上
で
、
他
の
も
の
に
代
え
難

い
貴
重
な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
「

ニ

十

一
世
紀
に
向
け
て
環
境
問
題
が
取

り
沙
太
さ
れ
る
中
、
こ
れ
か
ら
は
自

◆
農
村
の
こ
れ
か
ら

然
が
非
常
に
大
切
と
な
る
。
空

気
と
水
を
、
私
た
ち
の
ま
わ
り

の
自
然
が
守
っ
て
く
れ
る
。
ま

た
、
日
本
の
よ
う
に
生
水
が
そ

の
ま
ま
飲
め
る
と
い
う
こ
と
は
、

よ
そ
の
国
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
」

こ
の
農
村
の
自
然
、
風
景
を

次
の
代
に
残
し
て
い
く
こ
と
は
、

ふ
る
さ
と
に
残
り
住
む
者
の
責

務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
過
疎
の

町
が
生
き
残
っ
て
い
け
る
か
ど

う
か
は
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち

の
知
恵
と
や
る
気
に
か
か
っ
て

き
ま
す
。
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
も
決
し
て
人
ご
と
で

な
く
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、

行
動
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

幸
い
、
当
町
の
人
々
は
人
間
性
が

温
和
で
、
住
民
相
互
の
協
調
性
に
優

れ
、
住
民
活
動
が
良
好
に
進
ん
で
い

ま
す
。
小
さ
い
町
な
ら
で
は
の
活
動

や
、
取
組
が
生
か
し
て
い
け
る
と
い

う
利
点
、
強
み
も
持
っ
て
い
ま
す
。

変
に
悲
壮
感
を
持
っ
た
り
、
悲
観
す

る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
信
を
持

ち
、
胸
を
張
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま

す。

云;-
5 

ペ，`
に•、

林内作業路の開設により
作業能率を上げる

ま
た
、
肱
川
町
に
は
山
鳥

坂
ダ
ム
建
設
と
い
う
大
き
な

問
題
が
あ
り
、
今
後
、
町
は

大
き
く
変
わ
る
要
素
を
抱
え

て
い
ま
す
。
そ
の
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
対
処
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
肱
川
で

暮
ら
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
住

む
喜
び
、
生
き
る
喜
び
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
願
い
な
が
ら
：
．
o

／＇ 

緑に囲まれたのどかな農村風景



＠。＠。領） 晦 陸 顕麟 (4)

風の博物館
『風 と

展示シリ

生命』

ーズ(III)

小型模型とパネルで世界の風車を紹介

風
の
博
物
館

展
示、
ソ
リ
ー

ズ
(Ill)
で
は
、

「
風
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
の

コ
ー
ナ
ー
に

つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
展

示
の
内
容
に

つ
い
て
は
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
と
し
て

の
風
・
風
力

発
電
の
し
く

み

・
風
車
の

種
類
と
利
用

方
法

・
世
界

の
風
車
」
に

つ
い
て
、
模
型
・
バ
ネ
ル
・
映
像
に

よ
り
展
示
し
て
い
ま
す
。

*
Hネ
ル
ギ
ー
資
源
（
風
）
＊

「
歴
史
は
繰
り
返
す
」
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
昔
か
ら
風
車
を
回
し
た
り
、

帆
船
を
動
か
し
た
り
し
て
き
た
風
力

が
、
最
近
再
び
ク
リ
ー
ソ
な
無
限
の

エ
ネ
ル
ギ

ー
廂
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

昔
の
オ
ラ
ソ
ダ
風
車
な
ど
の
ゆ
っ

く
り
回
る
風
車
は
製
粉
や
揚
水
用
に

使
わ
れ
ま
し
た
が
、
最
近
の
高
速
回

転
の
風
車
は
発
電
用
が
多
く
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ウ
ィ
ソ
ド
フ
ァ

ー
ム

（
風
力
農
場
）
で
は
、

一
万
七
千
台
も

の
風
車
か
回
っ
て
原
子
力
発
電
所
―
―

基
分
に
相
当
す
る
電
力
を
発
電
し
て

い
ま
す
。

＊
風
力
発
電
の
し
く
み
＊

風
の
も
つ
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
風

車
で
受
け
と
め
回
転
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
笈
え
、
増
速
歯
車
な
ど
を
使
っ
て

回
転
数
を
上
げ
発
電
機
を
回
し
て
発

電
し
ま
す
。

し
か
し
、
風
の
速
さ
は

一
定
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
回
転
数
を
一
定

に
保
つ
だ
め
羽
根
の
角
度
を
亦
欠
え
た

り
、
強
風
に
な
る
と
自
動
的
に
停
止

す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま

す。
発
生
し
た

雷
ガ
は
、
バ
ッ

テ
リ
ー
な
ど

に
貯
め
て
使

う
こ
と
が
出

来
ま
す
。 @,¥車

ヒロニマス教授のアイデア。

沖合浮遊式発電プラント構想

オランダ型

I 
水平軸型風車

7 
垂直軸型風車

m
 

ルミ口召ジ型-F
 

一の一
[一

〗

り
[型ラ

／
 

ペD
 

プ

＊
風
車
の
種
類
と
利
用
方
法
＊

風
車
は
、
大
き
く
―

―
つ
に
分
類
さ

れ
ま
す
。
―
つ
は
、
縦
軸
に
羽
根
を

付
け
た
、
パ
ド
ル
型
・
サ
ボ
ニ
ウ
ス

型
・
ダ
リ
ウ
ス
型
・
ジ
ャ
イ
ロ
ミ
ル

型
風
車
な
ど
を
垂
直
軸
型
風
車
と
い

い
、
水
平
の
軸
に
羽
根
を
付
け
た
、

オ
ラ
ソ
ダ
型
・
多
炭
型
・
プ
ロ
ペ
ラ

型
・
セ
イ
ル
ウ
イ
ソ
グ
型
凪
車
な
ど

の
水
平
軸
型
風
車
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

利
用
方
法
と
し
て
は
、
風
車
か
ら

得
ら
れ
た
、
回
転
す
る
力
を
利
用
し

て
、
ボ
ソ
プ
・
圧
縮
機
を
稼
働
す
る

機
械
力
笈
換
、
発
電
し
た
電
気
を
利

用
す
る
電
気
変
換
、
摩
擦
熱
発
生
装

置
に
よ
る
熱
変
換
、
水
を
電
気
分
解

し
水
素
・
酸
素
ガ
ス
に
分
解
す
る
方

法
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途

に
応
じ
て
風
車
が
利
用
さ
れ
て
い
ま

す。＊
未
来
の
風
＊

『
夢
の
複
合
風
車
プ
ラ
ソ
ト
』

多
数
の
ロ
ー
タ
か
ら
成
る
海
上
浮

遊
式
風
力
発
電
。
フ
ラ
ソ
ト
構
想
。
発

生
し
た
電
気
で
海
水
を
電
気
分
解
し

酸
素
•
水
素
を
貯
蔵
す
る
雄
大
な
計

画
を
提
案
し
た
ヒ
ロ
ニ
マ
ス
教
授
。

紙
飛
行
機
選
手
権
大
会

参
加
者
募
集
・
受
付
開
始

i

先
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

i

た
と
お
り
、
全
日
本
紙
飛
行
機
選
手

~
権
大
会
の
予
選
大
会
が
風
の
博
物
館

~
を
メ
イ
ソ
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

こ
，
。
現
在
出
場
者
を
広
く
募
集
し
て

i

お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願

□し
ま
す
。

二
＞
開

催

日

七

月

二
十
四
日
（
日
）

一
▽
会

場

風

の

博

物

館

~

（
風
の
り
広
場
）

-
▽
開
会
式
午
前
九
時
よ
り

一
▽
競
技
種
目

1

・
滞
空
競
技

一

手

投

げ

部

門

~
ゴ
ム

カ
タ
パ
ル
ト
部
門

{
．
規
定
機
種
競
技

自

由

~
・
デ
ザ
イ
ソ
コ
ソ
テ
ス
ト

~
・
ジ
ャ
ソ
ボ
紙
飛
行
機
コ
ソ
テ
ス
ト

{

詳
し
く
は
今
月
配
布
の
チ
ラ
シ
を

~
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会場となる風のり広場
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二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
の
奥
さ
ん

は
、
第
三
号
被
保
険
者
と
し

て
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届

け
出
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
届
け
出
は
、
保
険
料
を
納
め

る
事
と
同
じ
意
味
の
あ
る
大
変
重
要

な
届
け
出
で
す
。
届
け
出
を
忘
れ
ま

す
と
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
と
同
じ

平成 6 年分所得税の

特別減税のあらまし

《特別減税の手続を 適 正 に
控除漏れのないように！》

「
平
成
六
年
分

所
得
税
の
特
別
減

税
の
た
め
の
臨
時

措
置
法
」
が
施
行

さ
れ
、
平
成
六
年

分
所
得
税
の
納
税

者
に
対
し
て
、
原

則
と
し
て
そ
の
人

の
年
税
額
の
二

0

％
相
当
額
（
二
百

万
円
を
限
度
）
を

控
除
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

①

給

与

所

得

者

（
「
給
与
所
得
者

の
扶
養
控
除
等
申
告
書
」
を
提
出

し
て
い
る
者
）

原
則
と
し
て
六
月
に
、
六
年
一

月
ー
六
月
ま
で
の
間
に
支
払
わ
れ

た
給
与
に
係
る
源
泉
徴
収
税
額
の

二

0
％
相
当
額
（
百
万
円
を
限
度
）

を
給
与
の
支
払
者
か
ら
還
付
す
る

事
に
な
り
、
年
を
と
っ
て
か
ら
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
を
受
け
と

れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ご
主
人
ま
た
、
ご
自
身
の
就
職
・

退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
必
ず
役
場

国
民
年
金
係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

、0し
詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金

こ
と
と
し
、
年
末
調
整
の
際
に
、

年
間
税
額
の
二

0
％
相
当
額
か
ら

六
月
の
還
付
金
額
を
控
除
し
た
金

額
を
控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
公
的
年
金
等
の
受
給
者
（
「
公
的

年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等

申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
る
者
）

給
与
所
得
者
の
場
合
と
同
様
に

公
的
年
金
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

た
税
額
の
二

0
％
相
当
額
に
つ
い

て
年
二
回
に
分
け
て
公
的
年
金
等

の
支
払
者
か
ら
還
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
最
終
的

に
は
確
定
申
告
で
精
算
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

③
事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
者

確
定
申
告
を
す
る
事
業
所
得
や

不
動
産
所
得
な
ど
に
係
る
所
得
税

は
、
平
成
六
年
に
納
付
す
る
予
定

納
税
額
の
減
額
又
は
確
定
申
告
に

よ
り
、
特
別
減
税
の
適
用
を
受
け

一 サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
国
民
年
金
の

届
け
出
は
お
済
み
で
す
か

計
量
は
、
現
代
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
利
用
さ
れ
、
そ
の
正
確
さ
が

要
求
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
業
務
上
に
お
け
る
取
引
、
又

は
証
明
に
際
し
て
行
う
計
量
は
、
そ

の
公
正
を
期
す
る
た
め
正
確
な
計
量

器
の
使
用
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
一
一
年
に
一
度
検
査
を

行
い
、
常
に
正
し
い
計
量
器
の
使
用

を
期
す
る
た
め
、
計
量
器
の
定
期
検

壺
を
行
い
ま
す
。

◎

日

時

平
成
六
年
七
月
十
九
日

午
前
九
時
―
二
十
分
か
ら
午
後
二
時

ま
で

◎

場

所

肱
川
町
役
場
駐
車
場

◎
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

者
計
量
器
を
取
引
又
は
証
明
に
使
用

す
る
者

◎
検
査
料
有
料
（
家
庭
用
は
無
料
）

◎
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

計
量
器

手
動
天
び
ん

懸
垂
手
動
は
か
り

（
等
比
）
皿
手
動
は
か
り

交通事故無料相談
電話のご相談もお受けします

匹 0899-45-2335（直通）

相談日：月曜から金曜午前 9時半～12時

午後 1時～ 4時40分（祝祭日を除く）

◎専門の相談員が親身になってご相談に応じます

◎弁護士相談日：毎週木曜日午後 1時～ 4時

社団法人 日本損害保険協会

松山自動車保険請求相談セソター

松山市花園町 1- 3日本生命松山市駅前ビル 6階

松山調査事務所内匹0899-45-5500 

る当※

喜喜工胃皇旦門忍；示
はけ‘か動式は式オ
通る前りは担かはホ-

直喜
知必回 かホりか併皿
し 要 受 りは り用手
まあけ は動
すりら かは
゜とれ りか

塁信 り

れ‘

No.〈オX乃励プんりじ〉冦）

計

量

器

定

期

検

付

の

実

施

に

つ

い

て

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④

退

職

所

得

の

あ

る

者

退
職
所
得
に
つ
い
て
は
、
源
泉

徴
収
の
段
階
で
は
特
別
減
税
の
適

用
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

一

所
得
税
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
六

年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
還
付
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
署
へ
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ん

ん

さ

さ

ん

治

ん

香

さ

良

さ

清

父

母

お

お

は
じ
め
ま
し
て
、
愛
美
で
す
。

家
の
中
で
は
、
パ
ズ
ル
に
挑
戦
！

外
で
は
、
砂
あ
そ
び
が
大
好
ぎ

で
、
毎
日
元
気
に
遊
ん
で
い
ま

す。
ち
ょ
び
り
体
は
小
さ
い
け
れ

ど
、
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
で

す。

ん

ん

さ
さ

み

ん

也

ん

け

さ
勝
さ
あ

父

母

お

お

い
つ
も
お
姉
ち
ゃ
ん
の
あ

と
を
つ
い
て
ま
わ
っ
て
は
、

泣
か
さ
れ
る
毎
日
、
時
々
、

負
け
ず
に
や
り
か
え
し
て
逆

に
泣
か
し
て
し
ま
う
事
も
あ

り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
、
気
が
強
い
と

こ
ろ
の
あ
る
子
で
す
が
、
人

の
痛
み
の
わ
か
る
や
さ
し
い

子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
な
み

三
瀬
愛
美
ち
ゃ
ん
（
上
鹿
野
川
）

平
成

4
年
7
月

4
日
生

1
歳
11
カ
月

ち
な
っ

岡
本
千
夏
ち
ゃ
ん
（
大
屋
敷
）

平
成

4
年
6
月
2
0
日
生

2
歳
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貸付を利用する資格としての
生活状況について

貸付 を利用できるのは、ご本人（扶

養 している保護者がいる場合は、その

保護者）の生活状況が次のいずれか一

つにあてはまる方に限られています。

① 

詢 陸 鯛 麟 (6)

内 合六 証明書等の発行所

生活保護を受けている（被保護者） 福祉事務所

生活保護を必要とする状態である（要保護者） 福祉事務所

所得税を納めることを要しない 税務 署

市区町村民税を納めることを要しない 市 区 町 村

市区町村民税の均等割だけを納めている 市区町村

内 合六 証明書等の発行所

国民年金の保険料を免除されている 市区町村

児童扶蓑手当の支給を受けている 市区町村

生活福祉資金の貸付を受けている 社会福祉協議会

市区町村教育委員会から就学援助を受けている 教育委員会または学校

〈
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
中
学
生
ま
で
〉

1

.

E

9

.
―――-・――――-

．．．．．． 

'
,
＇

l

.

 

交
通
遣
児
等
へ
の
育
成
資
金

貸
付
／
の
ご
案
囚

自
動
車
事
故
対
策
セ
ソ
タ
ー
で
は
、

交
通
遺
児
達
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
資
金
を
必
要
と
す
る
方
に
無
利
子

で
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

0

対
象
者
ー
自
動
車
事
故
が
原
囚
で

死
亡
し
た
方
又
は
重
度
後
遺
障
害
が

残
っ
た
方
の
子
供
で
、
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童

(
0歳
児
か
ら
）

0

貸
付
額

一

時

金

十

四

万

九

千

円

月

額

一
万
九
千
円

入
学
支
度
金
四
万
二
千
円

0

貸
付
期
間
—

貸
付
の
決
定
し
た
月

か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

も
利
子
ー
無
利
子

〇
返
済
期
間
ー
中
学
卒
業
後

二
十
年

以
内
の
割
賦
（
月
賦
・
半
年
賦
・
年

賦
か
ら
選
択
）
に
よ
る
均
等
払
い
（
高

校
、
大
学
等
に
進
学
さ
れ
た
場
合
は
、

卒
業
ま
で
返
済
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
）

〈
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
〉

貸
付
申
込
書
・
戸
籍
謄
本
・
自
動
車

事
故
の
証
明
書
•
印
鑑
証
明
書
•
生

活
状
況
を
証
す
る
書
面
（
別
記
）
・
重

度
後
遺
障
害
を
証
す
る
書
面

お
申
し
込
み
は
い
つ
で
も
出
来
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
及
び
お
申
し
込

み
先〒

七
九
〇

松
山
市
南
江
戸

一
丁
目
六
I

三

自
動
車
事
故
対
策
セ
ソ
タ
ー

愛
媛
支
所

6
(
〇
八
九
九
）
二
五
ー
〇
七

0
八

゜
しさだ＜

 
ねずたおこ，

 

クソセi
 

9
 合場るず準こ，

 

コ
し

至
"上ぐ、カ況状活生◎

 

②
 

交通遺児焚学生を募集中 奨

→̀--
町東交財詳与困経るやが路 生通
ー京 通団 し し難 済 方 重原に自を遺
I都遺法くてな 的 の度因お動募 児
一 千児人はい者理予後でけ車集育
一 代育 まに由と遺 死る事 し 英
I田英 す学でも障 亡 交故て入
二 区会 ° 資就 の害 し、云し 通な で
八水 を学 が た 事どま

田 貸が尺ぁ方故道力庄

奨学金 ・入学一時金の 貸与

(
T
E
L
)〇
三

三
五
八
一

ー

ニ
ニ

七

一

(
F
A
X
)
0
三

三
五
九
三
ー

ニ
ニ

七

一

高校生の税の作文募集

応募要領
●応募資格．T-マ

参考

奨 学 金
奨学金の種類 ～貸 与月額丈～ 募集人数

高等学校および l国・公立 25,000円
1,200人

高等専門学校 I私 上' 30,000円

大学 短大
40,000円

320人
50,000円

大 呂子 院 80,000円 10人

専修学校および各種学校 40,000円 120人

入学一時金
奨学生の種類

私立高等学校・高等専門学校

私 立 大 学 ・ 短 大

募凍人数

150人
120人

全国の高校生

税に関することであれば何でも結構です。

税や税務署についての意見／税について学習 し

たことについての意見や感想／税務署や公共的な施

設を見学したことがあればその体験や印象／税につ

いての家族の経験談や周りの人の話を聞いて自分が

考えたことなど

●応募点数

●締め切り

●表彰

1人1編／字数は3,000字以内

平成 6年9月9日

優秀作品には、賞状と記念品を贈呈しま

す。

●応募先 お近くの税務署

応募作品の末尾には、住所・氏名・学校名・学年・

学校の所在地をご記入ください。

6
/
1

待
ち
に
待
っ
た
ア
ユ

解
禁
（
道
野
尾
橋
の
下
で
）

写
真
で
見
る
今
月
の
出
来
事

5
/
2
1
上
鹿
野
川
グ
ル
ー
プ
(
+

二
人
で
結
成
）
に
よ
る
缶
ひ
ろ
い

（鳥
首
し
滝
山
ま
で
）
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相談内容

日 時

電話番号

相談相手

主 催

後 援

女性差別、家庭問題等女性

の人権問題（セクシャルハ

ラスメソトを含む）に関す

るあらゆる相談（無料・秘

密厳守）

平成 6年 7月12日

午前九時～午後九時

（フリーダイヤル

0120-025-550) 

人権擁護委員、弁護士、

法務局職員

松山地方法務局、愛媛県人

権擁護委員連合会

愛媛弁護士会

職 種 内務職員 外務職員

試 験 名 国家公務員III種試験 郵政職員採用試験（外務職）

郵政事務A 約50人
北四国約35人

採用予定人員 南四国約15人 約70人
郵政事務B 約60人

北四国約40人
南四国約20人

受 験 資格
昭和44年4月2日から昭和52 昭和39年4月2日から昭和54
年4月1日までに生まれた者 年4月1日までに生まれた者

受付期 間
平成 6年7月1日から 平成 6年7月1日から
平成 6年7月8日まで 平成6年7月15日まで

人事院四国事務局 四国郵政局 人事部人事課

申 込 先
〒760 〒790-97

高松市松島町 l丁目 17-33 松山市宮田町8-5

TEL 0878-31-4765 TEL 0899-36-5137 

1 次試験 平成6年9月11日（日） 平成 6年8月21日（日）

徳島市、高松市、松山市、 徳島市、阿南市、高松市、松山市

試 験 地 宇和島市、高知市、中村市 宇和島市、新居浜市、高知市

中村市

そ の 他 四た国気受で験軽受方に験法おしも、あ採り用まはすせ東。く京だ、逆に、 東京で受験し、 採用は四国といっ

お 問い合わ さい。

/
平
成
六
年
度
／

郵
政
職
員
採
用
試
験
案
内

こ
の
検
診
は
、
松
山
赤
十
字
病
院

の
眼
科
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
、

視
力
障
害
者
の
検
診
及
び
更
生
相
談

に
応
じ
る
も
の
で
す
。
対
象
者
は
視

力
障
害
者
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
障
害

者
手
帳
を
持
た
れ
て
い
な
い

一
般
の

方
で
も
無
料
で
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
で
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
失
明
者
及
び
重
度
の
視
力

障
害
者
に
つ
い
て
は
検
診
の
結
果
を

基
に
審
査
を
行
い
、
開
眼
手
術
を
必

要
と
認
め
ら
れ
た
方
の
み
手
術
費
の

保
険
適
用
分
医
療
費
の
自
己
負
担
分

を
補
助
し
て
も
ら
え
ま
す
。

実
施
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す

が
、
今
年
は
喜
多
郡
内
で
の
検
診
は

我漑職員信繭綺大学投生）の募践 l
一人事院・国税庁一

受

受

験

付

資

期

格

間

申込書の請求先

申込書の提出先

試験日

行
わ
れ
ま
せ
ん
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
七
月

四
日
ま
で
に
、
役
場
町
民
福
祉
課
福

祉
係
(
6
三
四
—

二
三
四
0
)
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
受

診
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

コし―-＝
ロ七

月
十
一
日
（
月
）

午
前
十
時
ー
午
後
三
時

小
田
町
保
健
セ
ソ
タ
ー

＊

＊

 

七
月
十
三
日
（
水
）

午
前
十
時
ー
午
後
三
時

宇
和
町
中
央
公
民
館

場 日 場 日

所 時 所 時
試 験 地

合格者発表

採用予定数

昭和49年 4月 2日から昭和52年 4
月 1日までに生まれた者

7月 1日（金）から 7月 8日（金）ま
で（消印有効）

人事院四国事務局(〒760高松市松
島町 1-17-33)、高松国税局人
事第二課及び各税務署

人事院四国事務局

第 1次試験 9月11日（日）
第 2次試験 10月19日（水）から
10月28日（金）までのうち指定する
1日

第 1次試験高松市、松山市、宇
和島市、徳島市、高知市、中村市
第 2次試験（予定） 高松市、松山
市、徳島市、高知市

第 1次試験合格者 10月14日（金）
最終合格者 11月21日（月）

四国地域で約20人

※お問い合わせは
高 松国税局人事第二課試験研修係まで。

(〒760高松市天神前 2-10 云 0878-31-3111)

6
/
3
幼
稚
園
合
同
に
よ
る

川
遊
び

需 Aでと

` :̀-, :.、
ヽ',^ 

，冑亀 I 

6
/
6
肱
川
中
学
校
で
生
徒
た

ち
に
よ
る

「
ま
心
の
池
」
の
復
元

作
業
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刑法犯少年に占める
初発型非行の割合（平成5年）

初発型非行といわれる万引き、

乗り物盗が、刑法犯少年全体の

63.3％を占めています。

（総数2,010人）

刑法犯少年の年齢別状況
（平成5年）

（愛媛県警察本部の資料による

平成5年の統計から）

＼
逹

（愛媛県警察本部の資料による

平成5年の統計から）

少年非行の約55.1％は、 14~16歳

の少年によるものです。

「
社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
」

少
年
非
行
は
、
量
的
に
は
減
少
煩

向
に
あ
り
ま
す
が
、
交
通
関
係
業
過

を
除
く
刑
法
犯
検
挙
人
員
の
過
半
数

を
少
年
が
占
め
る
状
況
が
続
い
て
い

る
と
共
に
、
低
年
齢
化
と
経
済
的
に

貧
窮
し
て
い
な
い
家
庭
の
少
年
に
よ

る
非
行
が
増
加
し
て
い
る
上
に
、
万

引
き
、
乗
り
物
盗
等
の
窃
盗
事
犯
、

シ
ソ
ナ
ー
、
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
濫

用
事
犯
が
後
を
絶
た
な
い
ほ
ど
、
み

す
ご
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

7月

そ
こ
で
、
保
護
司
を
中
心
と
す
る

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
行
委

員
会
」
で
は
、
七
月
を
運
動
月
間
と

し
て
、
少
年
非
行
防
止
の
啓
発
や
更

生
援
助
に
取
り
組
み
、
家
庭
か
ら
近

隣
へ
、
近
隣
か
ら
地
域
へ
と
非
行
防

止
と
更
生
援
助
の
輪
を
広
げ
る
運
動

を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
少

年
非
行
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
明
る

い
社
会
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 月

間
で
す

ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く

明
る
い
社
会

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン

:1,｛打罪田：＇昌い:力 :̀9、:
じ き り 保 な た 品 た す 義 り 康 法 品 に た送し
よまま管か時のだ必務ま器°代商 がらて
うすすしつは引し要もす具商金品 ‘れい
な 0 0 てた七き ‘も‘°・品をを どてな
手 そお時日取販あ商代新は請送 うきい
ロ のくは間り売り品金聞‘求り し て の
で 後必十‘を業まををな雑しつ た代に
ー は要四請請者せ送支ど誌てけ ら金勝
目 自が日求求にんり払が・くて よを手
の 由あ問しし商 °返うあ健るき い請に

⑦QR⑦O①RR 熱
が
あ
る
時
の
人
浴

同
じ
発
熱
時
で
も
、
こ
れ

か
ら
病
気
が
進
行
し
よ
う
と

し
て
い
る
時
や
安
静
が
必
要

時
の
入
浴
は
有
害
で
す
。
ど

う
し
て
も
入
浴
し
た
い
な
ら

腰
湯
程
度
に
し
ま
す
。

病
気
が
良
く
な
っ
て
、
日

光
浴
で
も
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
入
浴
が
許
可
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。

入
浴
後
十
分
経
っ
て
も
、

呼
吸
数
脈
拍
数
、
体
温
が
元

〔
一
、
簡
単
に
、
つ
い
て
い
か
な
い
戸

を
あ
け
な
い
。

二
、
甘
い
言
築
、
う
ま
い
話
に
は
、

い
つ
も
落
し
穴
。

三
、
無
料
•
特
別
．
君
の
た
め

悪
徳
業
者
の
言
う
言
莱
゜

四
、
「
ハ
ァ
、
ハ
ァ
」
と
、
電
話
で
相

づ
ち
思
う
ツ
ボ
。

五
、
契
約
に
「
な
ん
と
か
な
る
」
は

ケ
ガ
の
も
と
。

六
、
迷
っ
た
ら
、
一
人
で
決
め
ず
に

ま
ず
相
談
。

七
、
「
ノ
ー
」
と
言
う
勇
気
、
あ
な
た

を
救
い
ま
す
。

八
、
何
回
も
読
み
返
し
て
み
る
契
約

書。

に
戻
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
入
浴
は
剌

激
が
強
す
ぎ
た
と
言
え
ま
す
。

欧
米
人
が
三
八
度
ぐ
ら
い
の
ぬ
る

い
湯
を
好
む
の
に
比
べ
、
日
本
人
に

は
四
三
度
ぐ
ら
い
の
熱
い
湯
を
好
む

人
が
多
い
よ
う
で
す
。

四
二

i
四
三
度
に
な
る
と
、
血
管

が
収
縮
し
て
血
圧
は
上
が
り
、
血
液

の
循
環
が
早
く
な
り
、
発
汗
が
強
く

な
り
ま
す
。

脈
拍
、
呼
吸
も
早
く
な
り
、
精
神

的
に
も
典
奪
し
ま
す
。

高
温
浴
は
、
心
臓
病
・
動
脈
硬
化

症
・
高
血
圧
症
・
不
眠
症
な
ど
の
人

見
え
な
い
方
に
盲
導
犬
を
送
る
た
め
」

な
ど
と
福
祉
目
的
を
う
た
っ
た
福
祉

に
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

首
ま
で
つ
か
る
と
、
水
圧
で
胸
囲

が
、
一

i
三
、
五
セ
ソ
チ
も
減
り
、

腹
囲
も
二
、
五

i
六
、
五
セ
ソ
チ
も

縮
み
ま
す
。

そ
れ
で
、
心
臓
や
血
液
循
環
に
影

響
を
及
ぽ
し
、
特
に
肺
気
腫
の
人
の

長
湯
は
息
切
れ
を
起
こ
し
ま
す
。

水
中
で
は
浮
力
が
生
じ
ま
す
が
、

こ
れ
は
体
に
害
は
な
く
、
む
し
ろ
水

中
で
は
体
が
軽
く
な
る
の
で
、
手
足

の
不
自
由
な
人
の
練
習
運
動
に
応
用

さ
れ
ま
す
。

〈おかしいと思ったら
すぐ消費生活相談窓口へ〉

愛 媛 県生活セン タ ー
（消費者 11 0番）.． ．．．．．-----------...．．. -• ------—ー ・ ・・・・・・• ----

公 (0899)25-3700 

商
法
も
あ
り
ま
す
。

八幡浜地方局くらしの窓口
•• - - - - - - - - - - - - 0 - - • - - - - - - - - - - - - - - -.．..．．．------

8(0894)24 -3700 

悪
徳
商
法
か
ら
あ
な
た
を
守
る

10
ケ
条
一

九
、
先
払
い
、

一
括
払
い
は
キ
ケ
ソ

が
い
っ
ば
い
。

+
、
頭
を
冷
や
し
て
、
よ
く
考
え
て

う
ま
く
使
お
う
ク
ー
リ
ソ
グ
・
オ
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社会福祉法人
肱川町社会福祉協議会役員名簿

会長福田 保（共同募金委員会長）

副会長宮田 義盛（民生委員総務）

理 事大野 和（町長）

(11人）神井恵一 郎（議会 議長 ）

佐久保恵ー（教育長）

谷本幸治（教育委員長）

池田重雄（公民館長）

山下道教（ 消 防 団 長 ）

山田 美智子（母子寡婦福祉会長）

西 本 源格（老人クラプ会長）

二宮 秀一 （町PTA連合会長）

池田 清（青少年育成指導員）

久保寿男（青年団長）

下石 勲（町監査委員）

椿本喜子（ 民生 委員 ）

監事

(2人）

※任期

平成 6年 5月26日～平成 8年 5月25日まで

副会長

宮田義盛氏

会長

福田 保氏

社
協
だ
よ
り

平
成
六
年
度
の
理
事
会
・
評
議
員

会
を
五
月
二
十
六
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
理
事
会
に
お
い
て
、
平
成
五
年

度
の
事
業
と
決
算
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
又
、
任
期
満
了
に
よ
る
会
長
及

び
副
会
長
の
互
選
を
行
い
、
会
長
に

福
田
保
氏
、
副
会
長
に
宮
田
義
盛
氏

が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
の

評
議
員
会
に
お
い
て
、
五
年
度
の
事

業
及
び
決
算
報
告
を
行
い
、
新
理
事

の
承
認
を
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
。

新
理
事
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

理
事
会

・
評
議
員
会
を
開
催

会
長
に
福
川
保
氏
を
再
選

゜

肱川町社会福祉協議会
ff (0894) 34-2340 

五
月
十
九
日
、
肱
川
町
公
民
館
に

お
い
て
、
肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会
が
多
数
の
来
賓
の
も
と
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
の
班
長
さ
ん
以
上
八
十
三
人

の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
五
年

度
の
事
業
並
び
に
決
算
報
告
の
あ
と
、

平
成
六
年
度
の
計
画
並
び
に
予
算
案

は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

副会長

中居喜代光氏

会長

西本源格氏

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ

定
期
総
会
開
催

柳下肱
敷栄
水

堀和和
氣氣

栄一治
一男夫
様様様

社
会
福
祉
協
議
会

へ

こ

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
ぎ
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
ぎ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

六
年
度
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
よ
り
老

人
ク
ラ
ブ
が

「
地
域
を
変
え
た
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
努
力
し
、
高
齢
化
社

会
に
対
応
で
き
る
活
動
を
目
指
し
ま

す。
前
連
合
会
長
の
宮
田
静
氏
は
健
康

上
の
理
由
で
退
任
さ
れ
、
後
任
に
西

本
源
格
氏
、
副
会
長
に
中
居
喜
代
光

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
は
残

任
期
間
の
平
成
七
年
――
一
月
末
と
な
り

ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

議
事
終
了
後
、
大
洲
警
察
署
森
平

交
通
課
長
さ
ん
よ
り
、
お
と
し
よ
り

の
バ
イ
ク
の
乗
り
方
な
ど
、
交
通
ル
ー

ル
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
日
常
生

活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
車
、
し
か

し
、
ひ
と
つ
間
違
う
と
事
故
に
つ
な

が
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
会
員
か
ら
多
く
の
質
問
が
あ

り
、
お
互
い
交
通
事
故
に
は
注
意
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
講
演
の
あ

と
親
睦
会
に
入
り
、
日
頃
の
苦
楽
に

話
が
咲
き
な
ご
や
か
な
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

趣味の作品展開催（肱流苑）
期間 7月1日～ 7月20日

讐

五
月

二
十

二
日
に
第
三
十
三
回
愛

媛
県
身
体
障
害
者
休
育
大
会
が
県
運

動
公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
身
障
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
、
機
能
回
復
と
体
力
の
維
持

増
強
を
図
り
、
障
害
を
克
服
し
て
明

る
い
希
望
と
勇
気
を
持
っ
て
た
く
ま

し
く
生
き
て
い
く
能
力
を
育
て
る
と

と
も
に
、
県
民
の
身
障
者
に
対
す
る

正
し
い
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
肱
川
町
か
ら

三
人

の
選
手
が
出
場
し
、
金
平
続
さ
ん
が

や
り
投
げ
の
部
で
二
位
入
賞
と
な
り

ま
し
た
。

肱
川
町
高
齢
者
創
作

館
で
は
、
手
芸
、
加
工
、

教
養
の
各
部
会
を
も
ち

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
各
部
会
で
は
、

七
月

一
日
か
ら
七
月

二

十
日
ま
で
の
間
、
肱
流

苑
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
展

示
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
観
賞
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

J
 

愛
媛
県
身
障
者

□

—
体
育
大
会
開
催
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第三十一回肱川町椎茸生産販克協議会通営総会
去
る
五
月
十
八
日
、

新
築
オ
ー
プ
ソ
間
も

な
い
風
の
博
物
館
に

於
い
て
、
愛
媛
県
八

幡
浜
地
方
局
大
洲
出

張
所
林
業
課
長
を
始

め
、
多
数
の
御
来
賓

の
方
々
の
御
臨
席
を

頂
ぎ
、
肱
川
町
椎
茸
生
産
販
売
協
議

会
の
第
三
十
一
回
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。

松
本
金
次
郎
会
長
、
河
野
美
治
森

林
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
後
、
議
長
に

会
員
の
森
繁
夫
氏
選
任
さ
れ
、
第

一

号
議
案
か
ら
第
四
号
議
案
ま
で
原
案

通
り
可
決
さ
れ
た
。

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川

肱川町森林組合

スギ（センゾクシバハラ・天絞雲外） 5年生

H 2 • 3造林タテ0.85mヨコ0.85m

出水清志氏所有。大和（奥滝山～師走野線）起点より 1krn 

枝打（センシバ）2• 3 • 4年各 2回。 5年 1回計 7回

生産目標 センゾシバハラ（海布丸太） 8~12年

天絞雲外（床柱）15~20年

生産目標にあった品種の苗木を植え、保育する事によ

り短伐期高収益施業林を作り夢のある林業を行おう 。

（堀井）

続
い
て
、
第
二
十
七
回
肱
川
町
椎

茸
増
産
競
廣
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

優
勝
部
落
の
見
野
越
部
落
を
始
め
と

す
る
十

一
部
落
が
表
彰
さ
れ
た
。
次

に
、
第
四
回
肱
川
町
乾
椎
茸
優
良
生

産
者
競
浪
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
単

位
収
量
の
部
は
山
口
清
氏
他

二
名
、

平
均
単
価
の
部
は
宮
尾
照
福
氏
他

二

名
が
表
彰
さ
れ
た
。
第

二
十
七
回
肱

川
町
椎
茸
増
産
競
演
会
入
賞
部
落
と
、

第
四
回
肱
川
町
乾
椎
茸
優
良
生
産
者

競
演
会
の
入
賞
者
及
び
上
位
成
績
者

は
表
の
通
り
で
す
。
入
賞
部
落
及
び

入
賞
者
の
皆
さ
ん
に
お
喜
び
を
申
し

上
げ
、
今
後

一
層
の
御
活
躍
を
期
待

致
し
ま
す
。

御
臨
席
を
頂
い
た
御
来
賓
の
方
々

に
御
祝
辞
を
頂
き
、
西
本
繁
次
郎
副

会
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
総
会
を
終

了
し
た
。

第 27回肱川町 椎茸増産競浪会入賞部 落

等級 1 等 2 等 3 等

A 級 見の越 藤野原 大 和

B 級 肱 栄 中 津 下嵯峨谷

C 級 道野尾 森 上敷 水

努力賞 小藪、汗 生

第四回肱 川町乾椎茸優良生産者競演会入賞者

順位 氏 名 単位収量 順位 氏 名 平均単価

1 山 口 清 45 6 1 宮尾 照福 4,627 

2 山中 芙茂 40.5 2 新 山 進 4,588 

3 森 繁夫 38.9 3 亀井 和夫 4,435 

4 高田 貞務 38 9 4 山内 吉晴 4,322 

5 芦匡！氷‘ 昌治 38.4 5 菅野 初男 4,265 
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六
月

一
日
か
ら
七

月
三
十

一
日
ま
で
の

ニ
カ
月
間
、
県
下
一

斉
に
金
融
夏
期
推
進

運
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
J
A
肱
川
で
も

3年もの
(36回）

2年もの
(24回）

5年 (60回） 4年 (48回） 3年 (36回） 2年 (24回） 1年 (12回）

3. 099. 887円 2,464190円 I836.352円 1,215.125円 603.932円
(3 079 910円） （2,451.353円） （1 829,083円） （1.212.101円） （603.147円）
2.479.910円 1.971. 352円 1.469.082円 972.100円 483.146円
(2 463 929円） （1,961.083円） （1,463.266円） （969.680円） （482.518円）
1.859.932円 1,478.514円 1.101.811円 729.075円 362.359円
(1847 947円） （1,470,812円） （1,097,450円） （727,261円） （361.889円）
1.239. 955円 985.676円 734.541円 486.050円 241.573円
(1 231 965円） （980. 542円） （731,633円） （484.841円） （241.260円）

619.977円 492.838円 367.270円 243025円 120.786円
(615. 983円） （490. 272円） （365.817円） （242.421円） （120.630円）

●上記以外にも、いろいろコースがあります

●昭和63年 4月 1日からの税制改正により、給付補て
。 |JAの定期積金ローンもご利用〈ださしロ

ん金に20％課税されます。

・冒；：］げ畠誓昇尺し言。1.310%（平 •/~.JA貯金
●( ）内は税引後受取予定額です。 詳しくは窓口てお気軽にこ相談卜さい。

10,000円

こ
れ
に
あ
わ
し
夏
期
ボ
ー
ナ
ス
の
定

期
化
と
定
期
積
金
を
中
心
に
推
進
運

動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

各
柾
ロ
ー
ソ
の
取
扱
い
に
つ
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の

を
お
す
す
め
致
し
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
金
の
受
取
り
、
各
種
口
座
振
替
、

便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
協
同

カ
ー
ド
の
推
進
も
致
し
て
お
り
ま
す

の
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

）
 

改6
 

6
 

H
 

．． 

"’子かん濯合）

Z＝夏寅分了累it9.

100% 

ぇ
0
め
み
か
ん

太
陽
の
贈
り
物
、
健
康
飲
料
え
ひ
め
み
か
ん
ジ
ュ

ー
ス
の
推
進
を
現
在
県
下

一
斉
に
実
施
致
し
て
お
り
ま
す
。
目
標
は
二
戸

一
ケ
ー
ス
で
肱
川
の
努
力
目
標

は

一
、
二
四
ニ
ケ
—

ス
と

な
っ
て
居
り
ま
す

。

農
作
業
で
汗
を
流
し
た
あ
と
是
非
と
も
飲
ん
で
見
て
下
さ
い
。
生
き
返
っ
た

気
持
ち
に
な
り
ま
す。

申
し
込
み
は
、
J
A
肱
川
各
支
所
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

太
陽
の
贈
り
物 ジ

ュ

ス
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！ 椎茸市況． i 
！ 

！ 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ~ 
！ 

！ 県森連 市 況
l 平成 6年 5月17日 1肱 川 町 森 林 組 合 乾 椎 茸 相 場 表 1 i 

[ :]［［91[／i/iI｛ノ木：市力／／：り：：／当／り0円の／：也二三□| 

t__ --=~-~-~--------------,.----------------J 

11 CIIl 上 16,700 27,500 長12さ l 8/ m 
3m 13 cm上 25,300 -43,500 -!8C111上18,000

, 150円 m•

18畑上上］ 20,100 -42,800 -24cm上24,000
2 4 cm 18 000 30cm上
7 暉 本 100本 ー本 100本

長末パ（松さ口リ・杉材3 2~ ・桧. 07 m cm) 2m 8 cm 本 120本 ー本 120本

16 cm上 12,000 -22,000 -13cm上

3 0 cm 上上 30cm上

6m 13 cm 27,000 77,000 
18 cm上 23 200 61 000 

特選 200,000 

足 場 lm当たり 70円～160円 本 180円

備考
入荷減少。
松＝強保合。杉＝保合。中目 売りづらい。松＝保合。

...,'‘‘ッツ 、‘’̀‘ッツ .』・、 ,、 .....，△‘’‘9 .....，ッッツ
J一ヽ

大ウス 5,700~6,800 強 中パレ 3,000~4,200 強

中 ウ ス 5,300~7,400 強 4ヽ パレ 2,800~3,600 保

中 小 ウ ス 4,600~5,300 強 ジャミパレ 1,000~1,500 弱

1J、 ウ ス 2,700~4,500 弱 変 形 1,500~3,900 蒻

ジャミ 500~1,200 g号 色 悪 ウ ス 1,600~2,600 弱

どんこ大 5,500~15,000 強 色悪バレ 1,200~2,500 目号

ど ん こ 中 3,500~6,000 保 4粒ドンコ 500~800 蒻

どんこ小 800~1,500 g目 スライス 2,200~2,800 強

概要 第36回愛媛県しいたけ共進会市売を開催。

本年の作柄を反映し、品薄感の強いウス葉系が強保合、こうこ、どん

この上物は保合となった。

税 金 な ん て 恐 ＜
 

な い
＊相続税について(1)

今回は相続税ですが、みなさんが手塩にかけた美林はいっ

たいどのくらいの価値があるのでしょうか。

一般的に山林の評価は一筋縄にはいかないと思いますが、

相続税や贈与税の税額計算の大前提である山林の財産評価

額は、い ったいどのように見積もられるのか、税制上の基

本的な考えかたを紹介します。

なお、山林の評価は林地と立木にわけて考え、それぞれ

「時価」で考えます。

林地評価について

肱川町の場合は固定資産税評価額に倍率(9.5倍か2.2倍）

を乗ずる倍率方式で評価されます。

土地の地積は実測の地積により、分収造林、借地権等は

各種割合を乗じて算出します。

□価額 些竺□三 ~I 
固定資産課税台帳（市町村有） 国税局長が定める評価倍率
に登録されている価格 （評価倍率表）

＊立木評価について

樹種及び樹齢を同じくする立木ごとの標準価格（注）に、

山林の地味、搬出の便、立木密度の指数を連乗 し、その面

積を乗じた金額を評価額とします。

（注）この標準価格は林齢 1年生以下、 2~10年生、 11～標

準伐期齢に分けてグラーゼルの公式により算出します。下

表は肱川町の スギ、ヒノキの標準価格(50年生まで）の試算

例をあげています。

［一］＝標準価額x地味級 x立木度 x地利級 x面積
(ha当たり） （1.3~0.6) (1.0~0.6) (1.3~0. l) 

スギ・ヒノキのha当りの標準価格(50年生まで）

)

0

0

0

 

円

0

5

0

2

1

1

 

立

木

標

準

価

格

万（
 

123 

196.ヒノキ

スギ
53 

19 
＇ 

゜
25
六
2 20 30 40 

林齢

50 （年）

各種指数など詳しいことは林業改良指導員柳川までお願い

します。

なお次回に林業相続税の特例（財産評価額の軽減）や各種

控除など具体的な税額計算を説明する予定です。



(13) R。c。領） 凪 OJ) ，瞬麟

一

野

菜

一

夏
秋
き
ゅ
う
り

①
う
ど
ん
こ
病
対
策

梅
雨
入
り
前
の
日
照
り
続
き
に
よ

り
、
五
月
定
植
の
き
ゅ
う
り
は
う
ど

ん
こ
病
の
発
生
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

農
薬
に
よ
る
防
除
は
発
生
初
期
に
重

点
を
お
き
、
展
着
剤
（
ア
。
フ
ロ
ー
チ

B
I
又
は
ニ
ー
ズ
）
を
加
え
て
菌
そ

う
（
白
い
カ
ビ
）
を
洗
い
流
す
よ
う
に

丁
寧
に
散
布
し
ま
す
。
主
な
農
薬
に

は
ミ
ル
カ
ー
プ
液
剤
、
ト
リ
フ
ミ
ソ

水
和
剤
、
ル
ビ
ゲ
ソ
水
和
剤
、
カ
ス

ミ
ソ
ボ
ル
ド
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
発
生
初
期
は
カ
リ
グ
リ
ー
ソ

を
使
用
す
る
こ
と
で
直
接
病
原
菌
の

細
胞
壁
を
破
壊
す
る
方
法
が
効
果
的

で
す
。

②
干
ば
つ
対
策

梅
雨
明
け
後
の
高
昌
•
干
ば
つ
は
、

＂
夏
秋
栽

培
で
は
避
け
ら
れ
な
い
気
象

条
件
で
、
罹
水
麓
設
は
不
可
欠
で
す
。

高
饂
・
乾
燥
が
続
く
と
根
の
老
化

が
早
ま
り
、
草
勢
が
低
下
す
る
た
め
、

曲
が
り
果
や
不
良
果
の
発
生
が
多
く

な
る
の
で
摘
果
を
積
極
的
に
行
い
ま

す
。
特
に
プ
ル
ー
ム

レ
ス
台
木
は
乾

燥
に
弱
い
の
で
、
罹
水
を
十
分
行
え

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
整
枝

果
実
は
主
枝
の
八
ー
九
節
目
か
ら

着
果
さ
せ
、
活
着
の
亜
心
い
株
は

一
0

節
目
以
降
と
し
て
主
枝
に
着
果
さ
せ

す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

主
枝
の
摘
芯
は
、
ネ
ッ
ト
の
八
分

目
ま
で
伸
び
た
時
点
で
行
い
、

パ
イ

プ
支
柱
の
天
井
部
に
四

Ocm
の
空
間

を
保
護
し
ま
す
。
な
お
、
支
柱
を
摘

芯
す
る
と
き
樹
勢
を
維
持
す
る
た
め

伸
び
の
よ
い
側
枝
を
、
ニ
ー

三
本
は

残
し
て
お
き
ま
す
。
主
枝
を
摘
芯
し

た
後
、
順
次
新
し
い
側
枝
に
切
り
か

え
て
混
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

④
追
肥 ⑨

⑪
@
＠
⑱
霙
）

収
穫
予
定
花
の
開
花
が
始
ま
る
と

第
一
回
目
の
追
肥
を
行
い
ま
す
。
一

回
目
は

一
0
k
g
/
-
0
a
と
し
、

ニ

回
且
以
降
は
五
ー
七
日
ご
と
に
行
う

等、

雌
花
着
果
の
増
加
に
伴
い
回
数

を
多
く
し
て
、
早
目
早
甘
の
追
肥
で

肥
切
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

大

洲

農

業

改

良

普

及

所

技

師

萩

原
佳
津

＿

水

稲

―

早
期
栽
培
水
稲
の
中
間
管
理

＿
、
水
管
理
に
つ
い
て

＿
溝
切
り

水
の
走
り
が
良
く
な
り
、
水
管
理

が
し
や
す
く
な
る
。
田
面
が
硬
く
な

る
の
で
、

刈
り
取
り
前
に
降
雨
が
あ
っ

て
も
機
械
で
の
収
穫
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
、
品
質
低
下
を
防
ぐ
。
時
期
は

中
干
し
前
に
行
う
。
間
隔
は
ニ
メ
ー

ト
ル
程
度
。

二
中
干
し

①

時

期

茎
数
が
十
六
ー
十
八
本
程
度
に
な

れ
ば
行
う
。

②
効

果

根
に
酸
素
を
供
給
し
、
根
を
深
く

張
ら
せ
る
と
同
時
に
余
分
な
チ
ッ
ソ

の
肥
効
を
押
さ
え
、
過
剰
分
げ
つ
を

お
さ
え
る
。
チ
ッ
ソ
の
中
断
に
よ
り

下
部
節
間
の
伸
び
を
抑
え
、
カ
リ
、

ケ
イ
酸
、
の
吸
収
を
大
に
し
て
組
織

を
砺
く
し
倒
伏
に
強
く
な
る
。

③

目

安

土
の
表
面
が
乾
い
て
小
さ
な
亀
裂

が
で
き
る
ぐ
ら
い
行
う
。
白
乾
き
に

な
る
と
走
り
水
を
行
い
、
半
日
程
度

で
落
水
、
再
び
中
干
し
を
実
施
す
る
。

―
二
中
干
し
後
の
水
管
理

中
干
し
直
後
は
、
走
り
水
を
行
い
、

決
し
て
溜
め
す
ぎ
な
い
。
強
め
の
中

干
し
直
後
に
泄
水
状
態
を
続
け
る
と

根
腐
れ
の
原
因
と
な
る
。
間
断
罹
水

に
よ
っ
て
根
の
活
力
が
高
ま
り
、
穂

肥
の
施
月
効
果
が
高
ま
る
。

大洲農業改良普及所技師号達隆

＿果樹の管理一
クリ

一、夏肥施用
果実肥大をねらって六月下旬

にえひめ栗プレソド肥料を一〇
a当たり三0kgを施用して下さ

い。A7作ナはクリタマバチ被害芽
が非常に多く且立ちます。被害

芽は健全発芽伸長ができず、小
葉を出して樹勢が衰え、著しい

時は枯死します。被害多発園で
はもっと早めに硫安等速効性チッ

ソ肥料を麓用し、少しでも新梢
伸長を促しましょう。

二、病害虫防除
＿実たんそ病、黒色実腐れ病

両病害とも密植で日照不良の
園地に多く発生します。間伐．

せん定の徹底、樹勢強化など耕
種的防除に努めることが大切で

す。病原菌がイガに伝染・侵入
する六月中下旬が第一回目、七

月中下旬が第二回目の防除時期
です。薬剤はベソレート（水）ニ

000倍が有効です。
ニクリイガアブラムシ

成幼虫が毬果のトゲの基部に
寄生して吸汁加害します。六月

中旬から七月始めまでの早い時
期に寄生を受けると落毬します。

七月中旬から八月に寄生を受け
ると「若はぜ果」となります。

実脆時期実薦方法 効果 施(10用a呈) 備考

［： p 
誓塁

．． 
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二
、
倒
伏
軽
減
対
策
と
ラ
グ
期
追
肥

の
実
施

防
除
は
六
月
中
旬
か
ら
八
月
上
旬
に

か
け
て
、
エ
ル
サ
ソ
（
乳
）
、
パ
ー
マ

チ
オ
ソ
（
水
）
各

一
0
0
0倍
を
ニ
ー

三
回
散
布
し
ま
す
。

大
洲
農
業
改
良
普
及
所
技
師
菊
池
明

＿

畜

産

―

「
サ
イ
レ
ー
ジ」

サ
イ
レ
ー
ジ
の

二
次
発
酵
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
既
に
分
か
っ
て
い
る
事

と
は
思
い
ま
す
が
、
書
い
て
見
ま
す
。

サ
イ
ロ
を
開
封
し
て
サ
イ
レ
ー
ジ

を
取
り
出
し
た
時
、
発
熱
と
カ
ビ
が

発
生
し
て
好
気
的
な
変
敗
し
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
が
二
次
発
酵
で

す
。
サ
イ
ロ
を
一
且
開
封
す
る
と
、

サ
イ
レ
ー
ジ
の
中
に
空
気
が
入
り
、

乳
酸
な
ど
を
栄
養
椋
と
し
て
、
酵
母

の
活
動
に
よ
り
発
熱
す
る
。
さ
ら
に

時
間
が
た
っ
と
、
今
度
は
カ
ビ
の
活

動
に
よ
り
再
び
発
熱
す
る
。
乳
酸
含

量
の
減
少
、
ア
ソ
モ
ニ
了
態
窒
素
の

増
加
と

Ph
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
サ

イ
レ
ー
ジ
の
品
質
は
悪
く
な
る
。

サ
イ
レ
ー
ジ
の
二
次
発
酵
に
よ
る

損
失
は
、
①
サ
イ
レ
ー
ジ
の
乾
物
量

の
損
失
②
消
化
率
の
低
下
③
嗜
好
性

の
減
少
①
カ
ビ
の
除
去
労
力
⑤
給
与

し
た
場
合
の
下
痢
⑥
時
に
は
生
理
障

害
、
な
ど
が
あ
る
。

二
次
発
酵
を
起
し
易
い
条
件
と
し

て
は
、
気
饂
が
高
い
、
サ
イ
レ
ー
ジ

の
密
度
が
低
い
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
品

質
が
良
い
、
水
分
と
密
度
の
ム
ラ
が

大
ぎ
い
、

一
回
の
取
出
し
の
厚
さ
が

薄
い
、
な
ど
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

二
次
発
酵
を
起
し
た
サ
イ
レ

ー
ジ

の
密
封
方
法
は
サ
イ
ロ
を
水
蓋
で
密

封
す
る
。
大
型
サ
イ
ロ
で
毎
日
の
密

封
が
不
可
能
な
時
は
、
大
型
バ
ッ
ク

サ
イ
ロ
に
入
れ
替
え
、
完
全
に
密
封

す
る
。
バ
ッ
ク
に
詰
サ
イ
レ
ー
ジ
を

毎
日
一
定
量
取
り
出
し
給
与
す
る
。

二
次
発
酵
を
始
め
た
サ
イ
レ
ー
ジ

は
、
完
全
に
密
封
す
る
と
酵
母
や
カ

ビ
の
増
殖
が
抑
え
ら
れ
、

一
日
八
ー

―
二
℃
温
度
が
低
下
し
ま
す
。

大
洲
農
業
改
良
普
及
所
技
師

下
寿
樹

峯

L
P
G
配
達
予
定
表

7
月
2
日
（
土
）
大
屋
敷
・
大
平

7
月
5
日
（
火
）
上
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

7

月
7

日
（
木
）
藤
野
原
•
町

7
月
9
日
（
土
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

7
月
12
日
（
火
）
久
保

7
月
14
日
（
木
）
嵯
峨
谷
・
見
野
越

月
野
尾
・
京
造

7
月
16
日
（
土
）
広
常
・
影
地

7
月
18
日
（
月
）
中
津
・
小
倉

7
月
20
日
（
水
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

7
月
22
日
（
金
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

7
月
25
日（月）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

道
野
尾
・
赤
岩

7
月
27
日
（
水
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

7
月
29
日
（
金
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

7
月
8
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

7
月
15
日
（
金
）
宇
和
JI
方
面

7
月
5
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

7
月
6
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月
7
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月
12
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月
13
日
（
水
）
中
津
方
面

7
月
14
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

7
月
19
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

7
月
20
日
（
水
）
岩
谷
方
面

7
月
21
日
（
木
）
大
谷
方
面

7
月
26
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

7
月
27
日
（
水
）
中
津
方
面

7
月
28
日
（
木
）
宇
和
川
、
南
方
面

7
月
醤
油
配
達
予
定
表
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月

―
―
十
三
日
、
肱
川
町
基
幹
集
落

セ
ソ
タ
ー
で
八
幡
浜
地
方
局
商
工
労
政

課
稲
田
係
長
ら
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、

川
上
商
工
会
の
第
三
十

二
回
通
常
総
会

が
開
か
れ
た
。

総
会
は
、
松
田
事
務

局
長
が
開
会
を
宣
言
し

た
後
、
全
国
商
工
会
連

合
会
長
及

び
愛
媛
県
商

工
会
連
合
会
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
役
員
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
た
山
内

壮
亮
氏
、
水
池
重
徳
氏
、

山
下
俊
勝
氏
に
対
す
る

表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ

れ
た
。続

い
て
久
保
田
会
長

が
挨
拶
に
た
ち
「
昨
年

度
の
日
本
経
済
は
、
景

気
の

低
迷
が
続
き
中
小

企
業
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
経
営
環
境
に
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
小
規

模
事
業
者
支
援
促
進
法

が
施
行
さ
れ
、
共
同
店

舗
や
研
修
施
設
の
建
設

な
ど
基
盤
施
設
事
業
の
実
施
に
よ
り
中

小
事
業
者
へ
の
支
援
機
能
の
強
化
で
今

後
の
地
域
振
興
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
当
地
域
に
お
け
る
当
面
の
問
題

で
あ
る
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
伴
う
付
替

道
路
は
鹿
野
川
地
区
商
店
街
の
活
性
化

に
添
う
よ
う
検
討
を
重
ね
要
望
は
し
て

い
る
が
、
今
後
も
連
携
を
密
に
し
対
応

策
を
検
討
し
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
た
い

。」

と

述
べ
た
。

会
長
の
挨
拶
の
後
、
肱
川
町

中
野
博
司
収
入
役
ら
来
賓
の
方

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
そ
の

後
上
岡
茂
氏
を
議
長
に
選
出
し
、

平
成
五
年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
承
認
の
件
、
定
款
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
、
平
成
六
年
度

事
業
計
画
（
案
）
・

収
支
予
算

（
案
）
決
定
の
件
等
を
審
議
し
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
、
決
定
さ
れ
た
。

同
時
に
任
期
滴
了
に
伴
う
役

員
の
改
選
を
行
い
、
会
長

に
久

保
田
仁
之
氏
が
六
期
選
任
さ
れ
、

盛
会
裡
に
総
会
を
終
え

た。

新
た
な
事
業
機
会
の
側
出
で

経
営
環
境
の
変
化
に
対
応

`•---- ---．---． 
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総会で挨拶を述べる久保田会長

一、

相
談

・
指
導
の
強
化

―
-
、
講
習
会
等

の
開
催
及
び
相
談
窓
ロ

の
設
樅

三
、
経
営
及
び
技
術
に
関
す
る
情
報
、

資
料
の
収
集
並
び
に
提
供

四
、
展
示
会
、
共
進
会
等
の
開
催
及
び

開
催
の
斡
旋

五
、
青
年
部
、
婦
人
部
に
関
す
る
指
導

育
成

六
、
商
業
部
等
の
各
部
会
及
び
閃
係
団

体
に
関
す
る
育
成
指
導

七
、
記
帳
機
械
化
の
推
進

八
、
小
規
模
企
業
共
済
、
商
工
貯
蓄
共

済
制
度
の
普
及
推
進

九
、
県

・
町
村

・
県
連
と
の
連
携
強
化

平
成
六
年
度
の
主
な
事
業
は
次
の

と

お
り

去
る
五
月

二
十
三
日
の
第
三
十

二
回

川
上
商
工
会
通
常
総
会
に
お
い
て
、

再

度
会
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
昭
和
五
十
九
年

五
月
に
第
五
代
目
の
会
長
に
就
任
し
て

か
ら
十
年
、
今
回
で
六
期
目
を
迎
え
る

こ
と
に
成
り
ま
し
た
。
そ
の
間
の
皆
様

方
の
ご
協
力
ご
指
導
に
対
し
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
六
十

二
年
か
ら
は
県
連
合
会
の
理
事
と
し
て
、

さ
ら
に
平
成
四
年
か
ら
は
同
副
会
長
と

し
て
、
県
下
商
工
会
の
育
成
に
も
協
力

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

商
工
会
は
、
商
工
会
法
と
い
う
国
の

法
律
に
基
づ

い
て
設
立
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
基
本
は
地
域
を
同
じ
く
す
る

商
工
業
者
が
、
業
種
や
業
態
を
超
え
て

組
織
し
た
地
域
経
済
団
体
で
す
。
川
上

商
工
会
も
、
昭
和

三
十
七
年
九
月
に
肱

川
町
と
河
辺
村
の

二
行
政
区
域
で
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
以
来
三
十
年
に
わ
た
り

商
工
業
者
の
方
々
へ
の
経
営
、
税
務
、

金
融
等
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
訳
で
す
。

近
年
は
特
に
、
地
域
の
総
合
的
な
発
展

を
図
る
た
め
の
地
域
進
行
事
業
に
も
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
国
・
県

の
補
助
事
業
の
指
定
を
受
け
、
む
ら
お

こ
し
事
業
、
販
路
開
拓
支
援
事
業
、
地

域
小
売
商
業
消
費
者
ふ
れ
あ
い
事
業
等

久

保

田

仁

之

の
実
施
に
よ
り
特
産
品
の
開
発
、
販
路

の
開
拓
、
肱
川
・
河
辺
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
を
開
催
し
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り

一
応
の
成
果
を
得
る
こ
と
も
出
来
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
近
年
の
技
術
革
新
、

情
報
化
の
進
展
、
裾
要
構
造
の
高
度
化
、

多
様
化
、
労
働
力
不
足
問
題
の
深
刻
化

等
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
経
営
環
境
の

変
化
に
は
、
充
分
に
対
応
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
昨
年
国
に
お
い
て

は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
従
来
か
ら
行
っ
て
き
た

経
営
改
善
普
及
事
業
に
加
え
、
商
工
業

者
の
経
営
基
盤
と
な
る
地
域
そ
の
も
の

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経

営
の
改
善
発
展
を
総
合
的
に
支
援
で
ぎ

る
よ
う
に

「
小
規
模
事
業
者
支
援
促
進

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
そ
の
新

法
を
活
用
し
て
、

具
体
的
に
当
地
域
に

何
が
で
ぎ
、
何
を
す
る
の
が

一
番
効
果

的
な
の
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
当
地
域
は
、
計
画
進
行
中
の
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
よ
り
、
大
ぎ
く
環
境

が
様
変
わ
り
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
と
あ
い
ま
っ
て
、
行
政

は
じ
め
他
団
体
と
の
連
携
を
緊
密
に
取

り
な
が
ら
、
地
域
経
済
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域

の
発
展
の
為
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
共
皆
様
方
の
ご
指
導
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
し

て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

川
上
商
工
会
会
長

展
に
努
力

他
団
体
と
の
連
携
を
強
化
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理

事

田

中

五

月

（

百

合

谷

）

田
中
商
店
、
山
王
農
産
加
工
組
合

理

事

北

川

北
川
商
店

五
月
二
十
三
日
の
川
上
商
工
会
第
三

十
二
回
通
常
総
会
で
、
次
の
方
が
新
役

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

会
長
久
保
田
仁
之
（
上
鹿
野
川
）

肱
川
建
設
工
業
（
株
）
・
社
長

照
正
（
植
松
）

副
会
長
大
野
喜
久
雄
（
植
松

河
辺
建
設
（
株
）
・
社
長

理

事

岩

田

清

茂

（
下
鹿
野
川

お
食
事
処
い
わ
た

理

事

和

気

邦

嗣

（

下

鹿

野

川

（
有
）
ュ
ー
わ
こ
う
・
社
長

理

事

富

永

美

千

也

（
上
鹿
野
川

千
代
屋

監

事

金

野

理
容
カ
ネ
ノ

翌
（
下
鹿
野
川

理

事

山

下

山
下
建
築

俊
勝
（
瓜
生
谷）

理

事

水

池

み
ず
ち

重
徳
（
広
常
）

理

事

中

野

守

（

竹

の

瀬

三
嶋
建
設
（
有
）
・
社
長

監

事

本

門

本
門
精
米
所

一
三
（
植
松
）

理

事

山

内

壮

亮

（
下
鹿
野
川

養
老
酒
造
（
株
）
・
社
長

理

事

中

津

い
わ
な
荘

文
雄
（
用
の
山
）

理

事

冨

永

一

房

道

（
上
大
成

冨
永
建
エ
（
有
）
・
社
長

理

事

冨

永

建

夫

（
月
野
尾

冨
永
建
設
（
有
）
・
社
長

理

事

沖

永

重

信

（
中
野

（
有
）
今
岡
商
店
・
社
長

理

事

曽

根

正

志

（
中
野

曽
根
時
計
眼
鏡
店

理

事

安

川

哲

生

（
協
生

川
上
建
設
（
有
）
・
社
長

理

事

大

野

立

志

（
汗
生

（
株
）
大
野
印
刷

・
社
長

/ ／
 

／
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い
つ
も
に
こ
に
こ
廂
売
繁
盛

「
フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
い
ず
み
」

赤

岩

橋

の

た

も

と

の

「
出
水
商
店
」
が
、
こ
の

度
「
フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ

い
ず
み
」
と
し
て
移
転
、

新
装
オ
ー
プ
ソ
し
ま
し
た
。
場
所
は
、

旧
店
舗
よ
り
少
し
鹿
野
川
方
面
へ
向
か
っ

た
と
こ
ろ
の
国
道
沿
い
に
あ
り
、
大
き

な
看
板
と
自
動
販
売
機
が
目
印
。

屋
号
を
変
え
た
の
は
、
水
が
出
て
い

く
「
出
水
」
よ
り
、
水
の
わ
き
で
る

「
い
ず
み
」
の
方
が
商
売
に
は
縁
起
が

い
い
と
考
え
た
か
ら
。

初
対
面
で
も
つ
い
お
ば
ち
ゃ
ん
と
言
っ

て
し
ま
う
の
は
店
主
の
出
水
サ
キ
ェ
さ

ん
の
親
し
み
や
す
い
人
柄
か
ら
か
。
初

め
て
な
の
に
昔
か
ら
な
じ
み
の
お
店
の

な
う
な
気
が
し
ま
す
。

商
売
を
始
め
て
も
う
四
十
年
以
上
に

な
る
と
い
う
お
ば
ち
ゃ
ん
に
、
何
か
苦

労
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
と
聞
く
と
、

「
苦
労
と
い
え
ば
み
な
苦
労
、
私
は
の

ん
き
じ
ゃ
け
ん
あ
ん
ま
り
考
え
も
せ
ん

か
っ
た
し
、
お
客
さ
ん
と
気
楽
に
つ
き

お
う
て
き
た
だ
け
で
す
。
元
気
な
う
ち

は
（
働
か
ん
と
）
し
ょ
う
が
な
い
け
ん
な
」

と
マ
イ
ペ
ー
ス
な
言
葉
に
た
の
も
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

店
内
に
は
、
食
料
品
、
日
用
雑
貨
、

タ
バ
コ
、
お
菓
子
、
パ
ソ
、
雑
誌
、
巻

寿
し
や
い
な
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
釣
り

具
な
ど
も
あ
り
、
商
品
の
抱
負
さ
充
実

ぶ
り
に
は
院
き
で
す
。

営
業
時
間
は
、
一
応
午
前
七
時
か
ら

午
後
八
時
半
ま
で
だ
け
れ
ど
も
キ
ッ
チ

商
工
会
運
営
と
経
改
事
業
に
貢
献

全
国
会
長
表
彰
山
内
氏
・
水
池
氏

県
連
会
長
表
彰
山

F
氏

川
上
商
工
会
の
理
事
と
し
て
長
年
ご

活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
肱
川
町
鹿
野
川

の
山
内
壮
亮
氏
と
大
谷
の
水
池
重
徳
氏

が
、
全
国
商
工
会
連
合
会
長
か
ら
、
ま

た
予
子
林
の
山
下
俊
勝
氏
が
愛
媛
県
商

工
会
連
合
会
長
か
ら
役
員
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

山
内
理
事
、
水
池
理
事
、
山
下
理
事

は
地
域
の
融
和
に
努
め
ら
れ
、
円
滑
な

二

商
工
会
運
営
及
び
経
営
改
菩
普
及
事
業

の
推
進
に
貢
献
さ
れ
る
と
共
に
、
小
規

模
事
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
理
事
と
し
て
、
商
工
会
の
発

展
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

監

事

部

長
副

部

長

常
任
委
員

大
野
立
志

岩
田
良

一

沖
永
賀
寿
男

沖
野
幸
――
―

中
津
博
文

宮
本
賢
次

三
瀬
良
治

山
内
光
郎

山
下
雅
英

店主のサキエさんと新店舗「いずみ」

リ
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
そ
う

で
す
。

「
朝
か
ら
晩
ま
で
や
っ
と
り
ま

す
」
と
の
こ
と
。

隣
は
親
戚
の
兵
頭
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

そ
の
隣
は

U
&
K
石
油
と
、
こ
れ
か
ら

の
高
砂
地
区
、
ひ
と
つ
町
が
で
き
そ
う

な
く
ら
い
の
勢
い
を
感
じ
ま
し
た
。

部

長

大

西

喜

久

美

副

部

長

＝
一
瀬
敏
子

理

事

佐

藤

美

江

子

和

気

広

子

冨
永
光
恵

監

事

理副会

会

事長長

上
甲
芳
幸

北
川
照
正

岩

田

清

茂

河

野

刻

夷

大

西

徳

生

和

気

俊

次

岩

田

良

一

梅

木

正

谷
本

一
敏

福

田

保

（
経
験
者
は
こ
の
限
り
で
な
い

＊
休

ー
十
七
時

0
0
分

日

日

曜

、

祝

祭
日

＊

給

与

委

細

面

談
五
名
（
パ
ー
ト
可

鹿
野
川
被
服
（
有
）

監

事

理副会

会

事長長

村
田
勝
好

沖
永
賀
寿
男

監

事

監

事

部

長

副

部

長

常
任
委
員

三
井
久
美
子

古
野
光
子

川
上
美
頭
子

大
野
伊
都
子

松
本
幸
子

冨
永
智
恵
子

和
気
俊
次

冨
永
盛
一

笹
木
熊
子

岩
田
清
茂

三
瀬
次
男

曽
根
正
志

土
井
豊
城

従

業

員

募

集

＊
募
集
人
員

＊
勤
務
時
間

＊
応
募
資
格

八
時

0
0
分

五
十
五
歳
ま
で

ヒ
11
召＂子

1

)

Hハ

富
永
昭
子

鉾
岩
久
世

支

部

長

副
支
部
長

理

事

和
気
邦
嗣

梅

木

正

富
永
美
千
也

宮
本
龍

二
郎

水
池
重
徳

岩

田

清

茂

監

事

岩
田
光
子

一井

修
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下

石

丸

菊

池

昭

三

郎

私
は
幼
少
の
頃
は
、
菊
池
の
坊
ち
ゃ
る
。

ん
で
育
っ
た
。
私
が
尋
常
科

二
年

の

時

幸

福

な

家

庭

の

マ

マ

さ

ん

で

あ

る

。

に
父
が
死
に
翌
年
に
母
も
亡
く
な
っ
た
。
広
報
編
集
委
員
よ
り
、
ふ
る
里
を
思

私
も
そ
の
頃
に
苦
い
経
験
を
し
た
、
そ
う
の
原
稿
を
依
頼
さ
れ
た
時
に
、
丁
度

れ
は
上
級
生
（
高
等
科
）
に
よ
る
「
い
じ
「
い
じ
め
」
に
よ
る
自
殺
の
こ
と
が
報

め
」
で
あ
る
。
私
も
わ
ん
ば
く
坊
主
で
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
私
の
今
の
仕
事

あ
っ
た
か
ら
反
発
を
し
た
が
、
今
思
う
で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
の
立
場

と
、
自
殺
し
て
行
く
子
の
気
持
ち
を
察
か
ら
考
え
を
書
い
て
見
る
こ
と
に
し
た
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ふ
る
里
回
想
記
に
は
な
ら
な
い
と
思
い

教
室
に
連
れ
て
行
か
れ
、
何
を
持
っ
ま
す
が
よ
ろ
し
く
ご
考
慮
願
い
ま
す
。

て

来

い

な

ど

と

言

わ

れ

机

の

上

に

寝

か

＊

＊

＊

さ
れ
て
、
も
て
遊
ば
れ
た
こ
と
は
、
私
中
学
生
の
自
殺
事
件
に
思
う

の
子
ど
も
時
代
の
悪
夢

で

も

あ

る

。

い

じ

め

は

回

ャ

、

J

:て
t

ー

，
 

i
-

経
験
し
た
者
で
な
け
れ

｀
 

ば

解

ら

な

い

ほ

ん

と

う

≫

D
 

に
惨
め
な
も
の
で
あ
る
。

い
臼
〗
[

r
a
u

て
三
十
七
年
ほ
ど
町
内

の
学
校
の
み
で
教
鞭
を

取
っ
た
。
そ
の
間
、
何
度
か
の
「
い
じ

め
」
に
も
合
っ
た
、
そ
の
都
度
、
子
ど

も
達
に
は
自
分
の
経
験
を
通
し
て
、

「
い
じ
め
」
は
「
い
じ
め
」
を
さ
れ

る

者
に
取
っ
て
ど
ん
な
に
つ
ら
く
、
惨
め

な
も
の
か
を
話
し
て
や
っ
た
。

A
子
の

い
じ
め
の
場
合
も
そ
う
で
あ

っ
た
。

A

子
は
し
だ
い
に
明
る
さ
を
取
り
も
ど
し

て
卒
業
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
子

の
結
婚
式
に
は
呼
ば
れ
て
祝
福
の
言
葉

を
送
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。
今
で
も
慕
っ

て
く
れ
て
、
年
賀
状
に
近
況
を
書
き
、

私
の
体
の
こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
て
い

今、

事
例
一

学
校
で
の
い
じ

め
に
耐
え
ぎ
れ
ず
、
い

じ
め
の
相
手
の
名
前
を

遺
書
と
し
て
残
し
、
列

車
に
飛
び
込
み
自
殺
し

た
中
三
の
男
子
生
徒

事
例
二
上
級
生
に
い
じ

め
ら
れ
、
体
育
館
内
の

ロ
ー
ル
マ
ッ
ト
の
中
に
、
頭
を
下
に

投
げ
込
ま
れ
窒
息
死
し
た
中
一
の
男

子
生
徒

ーヽノ

事
例
―
―
―

五
月
三
十
日
、
い
じ
め
に
よ

（
 

る
首
つ
り
自
殺
し
た
中
三
の
男
子
生

徒こ
の
事
例
に
共
通
す
る
起
因
は
校
内

暴
力
、
即
ち
「
い
じ
め
」
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
学
校
教
育
は
、
教
師
と
父
母

の
信
頼
関
係
を
基
本
に
し
て
児
童
生
徒

を
預
け
、
指
導
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て

児
童
生
徒
の
人
格
を
形
成
し
、
人
間
尊

重
を
は
ぐ
く
み
育
て
る
場
で
あ
る
。
そ

(66
歳）

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
思
う
こ
と

の
教
育
現
場
で
同
級
生
に
よ
る
「
い
じ

め
」
が
原
因
で
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た

こ
と
は
誠
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
青
少

年
非
行
問
題
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
背
景
も
「
人
権
無
視
」
「
人
命

軽
視
」
に
至
っ
て
は
重
大
な
問
題
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
い
じ
め
か
ら
脱
出

す
る
救
い
の
サ
イ
ソ
も
出
せ
な
い
よ
う

な
い
じ
め
方
を
非
常
に
陰
湿
で
あ
る
が
、

今
の
い
じ
め
は
こ
こ
ま
で
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
い
じ
め
の
再
発
防

止
も
お
ぽ
つ
か
な
い
と
い
え
る
。

人
権
擁
護
委
員
会
で
も
、
特
別
委
員

を
構
成
し
、
い
じ
め
の
電
話
相
談
、
研

修
に
つ
と
め
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

事
件
が
発
生
す
る
と
擁
護
委
員
と
し
て

も
、
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
の
い
じ
め
の
構
図
を

考
え
て
み
る
と
、

一
、
あ
る
特
定
の
子
ど
も
が
、
特
定
の

者
か
ら
い
つ
ま
で
も
い
じ
め
ら
れ
る
。

二
、
い
じ
め
の
現
場
を
見
て
も
、
止
め

よ
う
と
せ
ず
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て

い
る
者
。

三
、
い
じ
め
の
げ
ん
ば
を
見
て
、
さ
ら

に
は
や
し
た
て
る
者
。

四
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
者
が
、
親
や

教
師
に
救
い
の
サ
イ
ソ
を
出
せ
な
い
よ

う
に
い
じ
め
る
。

こ
う
し
た
構
図
の
中
で
、
校
内
の
ど

こ
か
で
日
常
い
じ
め
が
行
わ
れ
て
い
て

も
、
学
校
が
そ
の
実
態
を
知
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

次
の
世
代
を
担
う
中
学
生
に
人
格
尊

重
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

人
権
作
文
コ
ソ
テ
ス
ト
が
全
国
的
に
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
精
神
が
毎
日

の
学
校
生
活
の
中
に
生
か
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
に
は
、
そ
の
道
の
り
は
ほ
ど
遠

い
感
じ
が
す
る
。

熱
し
や
す
い
、
さ
め
や
す
い
、
国
民

惑
情
と
は
い
え
、
人
間
の
生
命
が
軽
視

さ
れ
る
よ
う
な
非
行
問
題
に
は
、
根
気

よ
く
、
ね
ば
り
強
く
対
策
と
指
導
に
と

り
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

何
事
も
「
本
気
」
で
と
り
く
む
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
の
事
例
は
す
べ
て
の
人
々
に

非
行
防
止
に
「
本
気
」
で
と
り
く
め
と

一

大
警
鐘
を
乱
打
し
て
い
る
と
み
る
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
三
三
一
三
＿
＝
＝
＝
―
-
三
一
＝
―
-
―
-
＝
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-
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―
-
=
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三
三
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肱
川
町
が
、
町
内
外
に
広

冬

v活
動
を
呼
び
か
け
研
修
を

ャ

八

す

る

、

第

四

回

「

熱

ぎ

風

心
を
開
く
人
権
集
会
」
の
記

ふ
＿
ぷ
匁
録
集
が
配
ら
れ
た
。
掲
載
さ

れ
た
内
容
に
は
集
会
へ
の
取

一
よ
れ
〕
組
、
発
表
者
の
主
張
、
講
演

内
容
、
参
加
者
の
感
想
等
々
、
大
会
の

熱
意
と
惑
動
が
広
く
深
く
読
み
取
れ
る
。

こ
う
し
た
人
権
へ
の
取
組
を
肱
川
町
が

発
信
地
と
な
り
、
よ
り
良
き
社
会
が
形

成
さ
れ
て
行
く
の
だ
ろ
う
と
、
認
識
さ

せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
参
加
者
の
中
に
無
記
名
で

一
人
の
方
が

「
川
下
で
は
今
年
は
八
回

も
水
に
泣
か
さ
れ
た
農
民
が
何
百
何
千

と
い
る
の
で
す
（
洪
水
）
だ
の
に
肱
川
町

の
す
ぐ
隣
で
山
鳥
坂
ダ
ム
が
建
設
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ま
た
洪
水

の
元
凶
を
作
り
川
下
の
人
々
の
人
権
は

無
視
さ
れ
て
、
そ
れ
で
も
人
権
集
会
で

す
か
」
（

一
部
抜
粋
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

文
脈
を
み
て
も
感
情
的
な
思
い
入
れ
が

受
け
取
れ
る
。
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
対

し
て
正
し
い
情
報
が
認
識
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
情
報
は
伝
え
る
側
と
受

手
の
側
の
意
識
の
探
り
合
い
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
く
ら
高
邁
な

理
論
で
流
布
し
て
も
、
受
手
に
届
か
な

い
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
共
に
情
報
伝
達

の
方
法
と
範
囲
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
従
来
「
ロ
コ
ミ
」
と
い

う
非
常
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
情
報

伝
達
手
段
が
あ
る
。
発
信
者
と
受
信
者

が
信
頼
し
、
う
わ
さ
話
が
情
報
に
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
「
ロ
コ
ミ
情
報
」

が
少
し
で
も
正
し
い
情
報
で
あ
る
た
め

に
、
種
々
の
媒
体
選
択
が
な
さ
れ
て
い

る
。
説
明
会
で
は
受
信
者
の
範
囲
は
狭

い
が
、
双
方
向
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
・

印
刷
媒
体
で
は
、
範
囲
は
広
が
る
が
、

一
方
通
行
に
な
る
等
々
、
長
所
短
所
様
々

だ
が
、
そ
の
時
々
伝
達
方
法
を
選
択
し
、

長
期
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

肱
川
町
は
、
今
年
に
入
り
「
風
の
ま

ち
肱
川
」
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
、

近
隣
に
情
報
発
信
し
て
い
る
。
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
花
ま
つ

り
シ
ー
ズ
ン
に
は
沢
山
の
人
々
で
賑
わ
っ

こ
。t
 し

か
し
、
ダ
ム
建
設
に
関
し
て
は
、

一
部
川
下
の
方
の
よ
う
な
思
い
を
持
た

れ
て
い
る
と
い
う
現
実
に
目
を
背
け
て

は
い
け
な
い
。
難
し
い
問
題
も
山
積
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
目
的
と
結
果

を
正
し
く
受
手
の
側
に
立
っ
て
発
信
し

な
け
れ
ば
、
問
題
が
大
き
い
だ
け
に
、

肱
川
町
に
と
っ
て
、
「

一
事
が
万
事
」

と
受
け
取
ら
れ
な
い
、
悲
し
い
現
実
と

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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［肱川
主幹産業農林業を考える

は今 (2) 
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整備されたハウス

表
ー
は
、
過
去
五
年
間
の
栽
培
種
目

別
作
付
面
横
の
推
移
で
す
。

こ
の
表
で
わ
か
る
よ
う
に
平
成
元
年

度
か
ら
本
格
的
な
ハ
ウ
ス
栽
培
が
始
ま

り
、
こ
れ
に
伴
い
早
出
し
の
ト
ソ
ネ
ル

栽
培
が
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

霞
地
栽
培
の
秋
き
ゅ
う
り
も
減
少
し
て

い
ま
す
。

出
荷
量
と
販
売
金
額
の
推
移

次
に
表

2
を
見
て
下
さ
い
。
収
穫
星

も
五
年
間
、
平
成

二
年
度
を
除
け
ば
ほ

ぽ
安
定
し
て
き
て
い
ま
す
。

販
売
金
額
を
見
る
と
ど
う
で
し
ょ
う

か
、
昨
年
と
平
成

一
一
年
の
差
を
見
る
と

四
、
七

0
0
万
円
余
り
の
差
が
出
て
お

り
、
こ
こ
に
野
菜
の
怖
さ
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
し

‘
1
0

栽
培
種
目
別
作
付
面
積

表 l

農
作
業
の
い
ち
ば
ん
忙
し
い
時
期
を

迎
え
ま
し
た
。

昨
年
は
、
冷
夏
長
雨
、
台
風
の
影
製

て
農
作
物
に
も
大
変
な
被
害
が
出
て
、

生
産
額
の
対
前
年
比

8
7
.
4
％
は
十
年

間
で
最
悪
の
結
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
昨
年
過
去
最

高
の
販
売
金
額
を
記
録
し
た
「
き
ゅ
う

り
」
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
ま
し
た
。

種目別作付面積

r：＇ら
W
ふ
員

0
4
(

>
）
 

単位(a)

アール当りの販売金額を見れば平

成元年、平成――年、平成四年が標

準であり、残りの一一年は特別とも

考えられます。

ここで、一〇アール当りの販売

金額の笈動の要因を見ると表1て

わかるように作付の五0％を占め

る、露地の夏きゅうりの販売額の

出来不出来によって大きく左右さ

れる結果となります。表には出て

いませんが昨年の種目別の一〇アー

ル当りの平均単価は次のとおりで

す。

半促成きゅうり

―-、四六五、八――六円

夏きゅうり

―-、四七四、四一九円

秋きゅうり

ハ ウ ス 両路 地 ハウス
年度 半 促 成 トンネル 露地夏 露地秋 抑 制 合計

栽 士立ロ栽 士立ロ 栽 ±立口

H 1 287 141 153 14 595 

H 2 15 200 165 196 4 580 

H 3 4 105 213 142 70 534 

H 4 68 57 287 112 70 594 

H 5 91 283 91 82 547 

表 2 出荷量と販売金額

―
-、

一
三

四
、
ヒ
八
五
円

抑
制
き
ゅ
う
り

一
、
四
八
一
、
八
三
八
円

こ
の
結
果
と
し
て
表

2
の
販
売
金
額
が

あ
る
訳
で
す
。

昨
年
の
夏
、
台
風
、
長
雨
を
く
ぐ
り

抜
け
、
他
県
の
生
産
地
の
被
害
を
よ
そ

に
生
産
額
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
も
同
じ
よ
う
に
な
る

保
障
は
な
い
の
て
す
。
六
月
上
旬
は
雨

が
な
く
栽
培
管
理
に
も
大
変
な
苦
労
を

し
な
が
ら
育
て
て
い
る
毎
日
だ
と
話
さ

れ
る
生
産
者
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。
ハ

ウ
ス
生
産
者
は
水
管
理
に
つ
い
て
は
整

将来に向けて

出荷量 販売金額 販売単価 10a当たり 生産者
年度

(t) （万円）（円／柊） 収量(kg)販売金額（円）戸数

H 1 386 8,075 209 6,487 1,357,143 56 

H 2 302 7,665 254 5,207 1,321,552 48 

H 3 339 9,890 292 6,348 1,852,060 47 

H 4 349 8,763 251 5,875 1,475,253 46 

H 5 334 12,404 371 6,106 2,267,642 42 
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備
さ
れ
て
お
り
問
題
な
く
栽
培
で

き
ま
す
。
た
だ

し
、
生
理
障
害
が

出
る
原
因
が
わ
か
れ
ば
も
っ
と
生

産
量
が
の
び
る
の
だ
が
と
、
ハ
ウ

ス
栽
培
六
年
目
の
兵
頭
達
行
さ
ん

は
言
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問

題
点
を
解
決
す
る
方
法
を
模
索
、

研
究
し
な
が
ら
安
定
し
た
生
産
が

出
来
る
よ
う
願
い
た
い
も
の
で
す
。

新
し
い
町
創
造
に
向
け
て
の
取

り
組
み
が
進
展
し

つ
つ
あ
る
今
日
、

ま
た
一
っ
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
予
子
林
に

で
き
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
イ
オ

ハ
ウ
ス
で
す
。

こ
の
様
な
新
た
な

挑
戦
も
町
の
活
性
化

に
は
必
要
な

こ
と
で
す
。

苦しい作業でも収穫の喜びがあり ます

わが町に想う

出荷を待つ肱川のきゅうり

子供達に誇れるものがあるだろうか？

自分の仕事は後継者がいない。

果たしてこれでいいのだろうか？

あれこれ悩んでいても仕方がない。

しかし、この町が好きだ。

ここでしか味わえない雰囲気がある。

ここにしかない人情もある。

tごから、 いつまでもわが町を

想い続けたい。

お知らせ

成人学級生の募集について

主題 「肱川の農林業と将来展望」

“これでいいのか？”という疑問をじっ

くりと考えてみま せんか。

講師を交えての座談会やたまには酒を飲

みながら本音をぶつけ合う会に したいと思

いますのでぜひ参加して下さ い。

0申し込み先

0電話

〇締め切り

肱川町公民館

3 4 

7 

2 3 0 7 

月 2 0 日

-

「

肱

川
町

に
は
、
年
に
二

、

三
回
行
き
ま
す
よ
。
ダ
ム
の
上

i

の
公
園
は
春
も
秋
も
い
い
で
す

ね
。」西

宇
和
郡
H
町
で
の
話
。
こ

．
 

ち
ら
が
肱
川
町
の
出
身
と
分
か

~
る
と

、

三
人
も
四
人
も
の
人
か

ら
話
が
で
る
。

「
小
藪
温
泉
に
は
、
よ
う
行

~
く
ん
よ
。
帰
り
に
は
特
産
開
発
セ
ソ
タ

ー

に

~
寄
っ
て”

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
潰
“
を
買
う
こ
と
に

・
し
と
る
ん
よ
。
」

~
「
時
々
肱
川

の
山
道
を
の
ん
び
り
ド
ラ
イ

~
ブ
し
ま
す
。
お
年
寄
り
が
本
当
に
親
切
に
道

~

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
山
の
中
の
小
さ
い
公

~

園
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
て
気
持
ち
い
い
で

~
す
ね
。
」

~
海
辺
の
人
達
だ
か
ら
山
に
来
る
の
で
も
あ

~

ろ
う
が

、

肱
川
な
か
な
か
良
い
所
と
い
う
親

~

近
感
を
抱
い
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
る
。
こ

~
ち
ら
は
、
交
通
不
便
な
山
の
中
と
い
う
マ
イ

~

ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
で
地
元
を
と
ら
え
が
ち
だ
が、

~

人
は
閑
静
な
山
水
の
地
に
、
し

ば
し
心
の
安

~
ら
ぎ
を
求
め

、

福
か
く
素
朴
な
人
情
に故
郷

~
の
よ
う
な
愛
情
す
ら
憶
え
る
の
で
は
な
か
ろ

•

う
か
。

~
先

日
、

公
民
館
の
中
の
小
黒
板
に
「
青
春

~

と
は
心
の
若
さ
で
あ
る
。
·
:
」
と
い
う
松
下

~

幸
之
助
の
こ
と
ば
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
む

~

ら
づ
く
り
は
人
づ
く
り
だ
と
よ

く
言
わ
れ
る

．
 

・
が
、
人
づ
く
り
と
は
「
自
分
づ
く
り
」
と
言
っ

~
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
自
分
自
身
の
問

~
題
と
し

て
自
ら
を
磨
い
て
い
く
こ
と
だ
と
思

~
う
。
老
い
も
若
き
も
希
望
を
も
ち
実
践
に
努

~
め
て
「
青
春
」
を
謳
歌

し
、

一
人
一
人
が
来

~
客
へ
の
温
か
い
心
配
り
に
も
一
層
心
掛
け
て

、

．
 

-
「
自
分
づ
く
り
」
に
励
み
た
い
。

［―-ファインダー穏叫
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ロッケー大

(5 月 16日）

会 塁t闊柳入四 (11)
ろ入

うす
ら ～つりはし川柳会～

゜とわりたすにも言
言 ざ ゆ ゜ と 夕 ら う→
うゎきこいイう題タ

句ざだれうミとでイ

土夕 ろも 句、 ノ当‘ミ

まィう。自がグ然作ン
れ ミ 然多をの句 グ
て‘ノ

だ
、、が

のか合よし I_

当ク、なつわうてと

0

タ
イ
ミ
ン
グ
そ
ら
し
て
か
わ
す

嫌
な
事

逢
い
た
く
な
い
人
に
出
逢
い
そ
う

だ
か
ら
、
わ
ざ
と
時
間
を
ず
ら
し
て

逢
わ
な

い
よ

う
に
す
る
と
か
、
タ
イ

ミ
ソ
グ

を
ず
ら
し
て
、
や
り
た
く
な

い
事
を
、
問
に
合
わ
な
か
っ
た
事
に

し
て
、
そ
の
事
か
ら
逃
げ
て
い
る
と

か
言
う
状
態
を
句
に
さ
れ
た
の
だ
ろ

ヽ

う。
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少年ソフトボール大会

(5 月 22日）
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タ
イ
ミ
ン
グ
ず
ら
す
つ
も
り
の

生
返
事

こ
の
句
は
、
頼
ま
れ
た
嫌
な
事
は

は
じ
め
か
ら
や
る
つ
も
り
が
な
く
、

引
き
受
け
た
と
も
引
き
受
け
な
い
と

も
は
っ
き
り

し
な
い
ま
ま
で
、
い
い

か
げ
ん
な
返
事
を
し
て
い
る
句
。

0

タ
イ
ミ
ン
グ
ず
ら
す
作
戦

だ
っ
て
あ
る

こ
の
句
に
な
る
と
、
タ
イ
ミ
ソ
グ

を
わ
ざ
わ
ざ
ず
ら
し
、
そ
の
事
を
す
っ

ぽ
か
す
、
前
の

二
句
の
よ
う
に
逃
げ

て
い
る
の
で
な
く
、
む
し
ろ
向
っ
て

行
っ
て
、
そ
の
事
自
体
を
こ
わ
し
て

し
ま
お
う
と
し
て
い
る
と
も
思
え
る

句
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
同
じ
よ
う
な
句
に
見

え
て
も
表
現
の
し
か
た
、
看
想
に
よ
っ

て
句
は
幾
通
り
に
で
も
作
れ
る
。
そ

の
着
想
を
、
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る

か、

川
柳
の
面
白
味
で
も
あ
る
。

第
十
五
回
町
内
ク
ロ
ソ
ケ
ー
大
会
を

五
月
十
六
日
（
月
）
に
肱
川
町
民
運
動
場

で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
九

月
二
十
日
（
火
）
に

三
瓶
町
で
開
催
さ
れ

る
、
ス
ポ
レ
ク
，

94
八
幡
浜
地
方
大
会

の
予
選
も
兼
ね
て
お
り
、
七
十

二
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
老
年

I

部
（
六
十
歳
以
上
七
十
歳
未
満
）
、
老
年

II
部
（
七
十
歳
以
上
）
、

一
般
の
部
（
年

齢
制
限
な
し
）
の

三
部
門
に
分
か
れ
て

お
り
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
で
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

コースを見定めナイスショット

晴れやかな顔で優勝の中野Aチーム

老
年
ー
部

大
谷
（
沖
田
チ
ホ
コ

浜
田
雅
子
、
兵
頭
笹
子
）

老
年

II
部

大

谷

（
兵
頭
数
馬
、

兵
頭
茂
秋
、
沖
田
夏
太
郎
）

一
般
の
部

大
谷
（
久
保
武
茂
、

矢

野

悟

、

前

田

武

）

前

田

武

・

冨
永
た
ね
子

矢

野

悟

五
月
二
十

二
日
（
日
）
に
は
、
炎
天
下

の
中
、
第

一
回
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
大
会

と
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

グ
ラ
ソ

ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
ク
ロ
ッ

ケ
ー
大
会
と
同
様
に
ス
ポ
レ
ク
，

94
八

幡
浜
地
方
大
会
の
予
選
を
兼
ね
て
お
り
、

こ
う
い
っ
た
大
会
は
町
円
で

は
初
め
て

の
試
み
で
し
た
。
ル
ー
ル
は
カ
ソ
タ
ソ

で
ス
タ
ー
ト
か
ら
ホ
—
ル
ポ
ス
ト
に
で

き
る
だ
け
少
な

い
打
数
で
入
れ
て
い
き

＊ 

＊ 

＊ 

一
番
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
多
か
っ
た

＊ 

＊ 

＊ 

選

手

沖

荒
次
郎
（
大
和

矢
野

ま
す
。
合
計
打
数
の

少
な
い
方
が
勝
ち
と

な
り
ま
す
。
人
数
の

制
限
も
ナ
シ
で
す
の

で
百
十
人
の
参
加
者

が
あ
り
、
開
催
場
所

の
肱
川
中
学
校
運
動

場
が
プ

レ
ー
ヤ
ー
で

い
っ
ば
い
に
な
り
ま

し
た
。

大
会
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

第
一
位

沖
荒
次
郎
（
大
和
）

第
二
位

宮

田

藤

一
（
下
敷
水
）

第
三
位

悟
（
久
保
）

同
日
、
町
民
運
動
場
で
は
小
学

校
三
年
生
か
ら
六
年
生
に
よ
る
少

年
ソ
フ
ト
ホ
ー
ル
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
七
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ

り
、
選
手
の
み
ん
な
は
汗
を
な
が

し
な
が
ら
白
球
を
追
い
か
け
て
い

ま
し
た
。
ニ
ブ

ロ
ッ
ク
で
予
選
を

し
、
決
勝
戦
で
は
中
野
同
士
の
戦

い
と
な
り
ま
し
た
。
結
局
、
中
野

A
が
中
野

C
を
十
五
対
六
で
破
り

見
事
、
優
勝
を
し
ま
し
た
。

五
月
二
十

二
日
（
日
）
の
第
一
回
グ
ラ

ソ
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
は
青
年
団
の
皆
さ

ん
が
運
営
を
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

熱
い
日
ざ
し
の
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。
公
民
館
職
員
一
同
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

お

礼
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本
年
度
よ
り
役
場
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
寺
岡
信

一
で
す
。

社
会
人
と
な
っ
て
も
う

一
カ
月
過
ぎ

ま
し
た
が
、
ま
だ
学
生
気
分
が
十
分
に

抜
け
て
お
ら
ず
、
み
な
さ
ん
に
迷
惑
ば

か
り
か
け
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
、

自
分
の
立
場
を
考
え
、
自
分
の
職
責
が

遂
行
て
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
運
動
不
足
等
が
原
因
で
、
大

ゃのNe
閉、一ル

し念
g 

l 
寺岡 信一

...青年団だより・・・

明日を見つめて～

分
ふ
っ
く
ら
し
て
き
た
の
て
、
何
か

ス
ポ
ー
ツ
サ

ー
ク
ル
に
で
も
入
っ
て
、

体
を
動
か
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ペ
ソ

ト
に

も
積
極
的
に
参
加
し
た
い
て
す
。

こ
の
よ
う
な
私
で
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

令
年
、
初
め
て
青
年
団

広
報
係
と
言
う
役
を
す
る
事

に
な
っ
た
の
で
す
が
、
何
も
ま

だ
分
か
ら
な
い
け
ど
、
先
輩
な

ど
に
い
ろ
い
ろ
と
聞
き
、
一

年
間
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
（
思
田
）

昨
年
度
に
引
き
続
き

今
年
度
も
青
年
団
長
を
や

ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
昨
年
度
同
様

あ
ま
り
た
い
し
た
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

（
久
保

）

＊役員紹介＊

”

＿

編

集

あ

と

ば

な

し

一

無
事
に
第
一
報
も
出
来
上
が

っ
て
ホ
ソ

と
し
て
い
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
が
、
一
カ
月
と
い
う
日
々
は
本
当
に

早
い
も
の
で
、
す
ぐ
に
第
二
報
目
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
今
回
は
、
役
員
の
顔

写
真
を
の
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
み
ん

な
少
し
テ

レ
た
様
子
で
、
い
ざ
写
真
を

撮
る
時
に
な
る
と
、
カ
メ
ラ
目
線
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
で
は
次

回
の
ー
'
A
S
u

K

A
ー
を
乞
う

ご
期
待
・
:
・
:
0

(0 

幸一

幸
敏
一

ー

永
田
一

冨
思
一

一係

計

孝

一

報

―子

男

ー

会
本
一
広
笑
喜
一真

一

橋

一

／
／
ー

葉島
―

恨

一

智

福

一

ル
忽

帝

一

◇

ゞ

＿

／

銹

＼

体育係 上野英喜 藤原優勝

…青年団総会を終えて…

五
月

二
十
一

日
（
土
）
午
後
七
時
よ
り

肱
川
町
青
年
団
総
会
を
望
湖
荘
で
行
い

ま
し
た
。
こ
の
総
会
に
は
来
賓
の
佐
久

保
教
育
長
さ
ん
、
池
田
公
民
館
長
さ
ん

を
は
じ
め
、
団
員

―
―十

一
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

団
長
経
験
一
一
年
目
の
久
保
寿
男
団
長

を
含
め
て
十
人

の
新
役
員
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
本
年
度
の
活

動
方
針
や
団
費
、
予
算
等
に
つ
い
て
審

議
し
て
い
ま
し
た
。
慎
重
な
審
議
の
後

は
、
野
外
焼
き
に
く
パ
ー
テ
ィ

ー
を
来

賓
の
方
も
含
め
て
楽
し
く
や
り
ま
し
た
。

今
、
青
年
団
で
は
団
員
ひ
と
り
ひ
と

り
の
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
団
員
相
互
の
親
睦
、
情
宣
活
動
、

国
内
研
修
、
学
習
活
動
等
の
活
動
方
針

を
決
め
、
団
費

一
人
当
た
り

二
千
円

で

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
町
内
で
い
る
青

年
の
皆
さ
ん
＇
．
我
々
、
青
年
団
と

い

っ

し
ょ
に
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
我
々

と
い
っ
し
ょ
に
何
か
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
参
加
し
て
楽
し
い
と
い
う
保
障
は

て
き
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
、
青
年
の
皆

さ
ん
が
楽
し
く
し
て
く
れ
る
の
を
ま
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
決
し
て
主
役
は
役

員
で
あ
り
ま
せ
ん
。
主
役
は
青
年
の
皆

さ
ん
で
す
。

令
年
、
青
年
団
の

広
報
係
に
な
り
ま
し
た

福
島
真
喜
男
で
す
。
初
め

て
な
っ
た
の
で
、
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
け

ど
、
自
分
の
出
来
る
範

囲
で
が
ん
ば
り
た
い

で
す
ね
。
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月

⑮し⑮儘

の行事予定表 広下中
柳敷

常 水 津

靡硼薔 (22)

1 

4 

上旬

5 

5 • 20 
5 ~ 6 

10 

12 

．肱川町防災の日

・民生委員会

•国保運営協議会
・行政相談

・心配ごと相談

・幼稚園（ひまわり組）

お泊り保育（鹿唱園）

・消防団夏季訓練

•町内小学校水泳大会

16~17 

19 

21 

22 

23~24 

24 

28 

．漕極、国体県予選

・計量器定期検査（肱川町役場）

・定例部落長会

・喜多郡小学校水泳大会

・漕熊四国国体予選

・紙飛行機大会（風の博物館）

・税金等出張受入れ

*

＊

*

＊

*

*

 

＊
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご
ざ
い
ま
す
＊

＊
 

＊
 

女

—

*
＊
＊
＊
＊

上
鹿
野
川

一
也
さ
ん

ひ
ろ
さ

広
輝
ち
ゃ
ん

***** 
おご：

水堀和宮 祈め＊
池氣岡 りい

ノ‘

算兼ツ徳
いふ

悟 治 ヨ 頂 た＜
ささささ しを
人人企人＊ま
87 94 89 58＊す
歳歳歳歳＊
cc cc  * 

***** 

河
野

長
男

＇ 

7月の日曜・祝日当直医 救 急 病 院

日 当 直 医 電 話

3 日 芳（我内子外町科20区医） 院 44 - 2560 

（日） ＝ 沙瀬1i市医多 院 26 - 0003 
（大八喜）

1 0 日 堀（内 川子町 2医0区） 院 43 - 0555 

（日） 町 （大野洲市医森山） 院 27 - 0002 

1 7 日 宝（内来子町医5 区） 院 44- 2248 

（日） 岡部（大ク洲市リ片ニ原町ッ） ク 24 - 4375 

2 4 日 小
（内 川子町医9 区） 院 ・44- 2815 

（日） 安（大達、洲市中医町） 院 24 - 2535 

3 1 日 古 （内川子町医6区） 院 44 - 2407 

（日） 城
（大洲戸市末眼広町） 科 24 - 3008 

※変更になる場合がありますので前もって連絡してからお出か

け下さい。

曜 日 病 院 名 電 話

月・火 大、洲市立病院 24 - 2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

木～日 大、洲中央病院 24 - 4551 

厘
国
:
国
夏
国

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

後

1
時
30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

◎行政相談
▽日時7月5日（火）

午後1時30分
ー4時30分

▽場所肱川町公民館
二階青年室

▽相談員福田保委員
※自宅相談も受け付けています。

6三四ーニ五0八

2五0 ］ 相
，日ー、 日

至ロ火火

水̀＇ ‘火-’ 
日

笹猪 台福 担

木本 本田 当

相

明喜 曙 奇i'i火K 

徳子 美 保 員

▽
場

所

~3 
互 五 日
11 1 

日 日 日

水 、月9 金
程

右.... 一‘ 敷 4ヽ 乱i 息谷 水 藪 場

＾ .Lヽ
集 集

尼
集 集

民 会 会

言 含 含 所
館 戸斤 戸斤

： ［ ［ ［ ： ［ 
時

間

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

．

成
人
病
検
診

一午
前
9
時
30
分

ー

11
時
30
分

7
月
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◎不用犬回収日

▽日時7月12日（火）
午前9時まで

▽場所保健セソター

※印鑑をご持参ください。
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